ご 注意 : 本 書 は 正式 な 取り 扱い 説明 書 で は あり ませ ん 。 


本 書 は 取り 扱い 説明 書か ら 注意 文 な ど 製 品 の 操作 方 法 に つい て 直接 関係 の な い 部 分 や 余 
白 な ど を 削除 、 修正 し た も の で 、 操作 方 法 が 分 か ら な く な っ た が 説明 書 が 手許 に な いと か 、 
製品 に 興味 が ある が 操作 方 法 は どの よう に な っ て いる の か 先 に 知り た い 、 と いっ た 目的 の 
た め に 無償 で ご 提供 し て いま す 。 正 し く お 使 い 頂 く た め に は 必ず 製品 に 同 柚 さ れ て いる 説 
明 書 を お 読み 下さ い 。 又 、 本 書 が 完全 な 説明 書 で は 無い こと に 対す る クレ ー ム は 一 切 お 受 
け 致 し ませ ん の で 、 だ さい 。 

1 : 正式 な 説明 書 は 無線 機 販 売店 で ご 購入 いた だ け ま す 。 詳しく は 下記 の 弊社 ウエ ブサ 
イト を ご 参照 くだ さい 。http:/Www.alinco.co.jp/denshi/14.html 

2 : アマ チュ ア 無 線 機 の 場合 、 無 線 局 免許 状 の 書き 方 は 申請 書式 や 技 適 基準 改正 に より 
変更 に な っ て いる も の が た くさ ん あり ます 。 http:/Www.alinco.co.jp/denshi/10.html に 技 
適 番号 や デジ タル モー ド ( 音声 ・ パ ケッ ト ) に 関す る 情報 を 掲載 し て お り ま す の で 、 合 わ 
せ て ご 確認 くだ さい 。 

3 : 本 書 に 記載 の 付属 品 ・ オ プシ ョ ン ア クセ サリ ー・ 定格 な ど は 予告 無く 変更 され て い 
る も の が あり ます 。 最 新 の 情報 は 弊社 ホー ムペ ー ジ に 掲載 され て いま す 。 
その 他 、 動 作 や 操作 に 関す る 良く ある お 問い 合せ は : 

http://Www.alinco.co.jp/denshi/11.html の F AQ ペー ジ を ご 覧 くだ さい 。 


アル イン コ ( 株 ) 電子 事業 部 


付属 マイ クロ ホン 変更 の お 知ら せ 


Noiice: Replacement of the standard microphone 


この 度 、 付 属さ れ て いる マイ クロ ホン の デザ イン を 変更 し まし た 。 

つき まし て は 以下 の 図面 を 参考 に し て 取扱 説明 書 を お 読み くだ さい 。 
Please be advised that the standard microphone included in this unit has 
been replaced. Please refer below for the functions of this rmicrophone. 
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LOCK Switch 
Dynamic MIC (3000) 


PF0113 


ーーー・ ALMMCO 


VHF FM TRANSCEIVER 


DR-OGD/H 共 


VHF FM TRANSCEIVER 


DR-120D け 大 / 昌 大 


UHF FM TRANSCEIVER 


DR-420D 大 /FH 共 
取扱 説明 書 


アル イン コ の トラ ン シ ー バ を お 買い 上 げ い た だ き 、 誠 に あり が と う ご ざ いま す 。 本 機 の 性 能 
を 充分 に 発揮 させ て 効果 的 に ご 使用 いた だ く た め 、 ご 使用 前 に この 取扱 説明 書 を 最後 まで お 
読み くだ さい 。 お 読み に な っ た あと は 、 必 ず 保 存 し て お いて くだ さい 。 ご 使用 中 に 不明 な 点 
や 不具 合 が 生じ た と き に お 役に立ち ます 。 

本 取扱 説明 書 の 記述 は DRH-06.DR-420 に 特有 の 擬 能 以外 は DR-120 の 表示 を 中 心 に 説明 し 
て お り ま す 。 周 波数 表示 が 変わ る だ け で 運用 方 法 に 違い は あり ませ ん 。 


本 機 は 、 日 本 国内 専用 モデ ル で す の で 外国 で は 使用 で きま せん 。 
この 無線 機 を 使用 する に は 、 総 務 省 の アマ チュ ア 無 線 局 の 免許 が 必要 で す 。 ま た 、 ア マチ ュ 
ア 無 線 以外 の 通信 に は 使用 で きま せん 。 


This praoduct ijS permitted foOF us only in Japan. An amateur-radio license jS 
required. 


JJ し イ つつ 株 式 会 社 
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ご 使用 の 前 に 


1 使用 上 の 注意 


・ オ プシ ョ ン ユ ニッ ト を 取り 付け る 以外 ケー ス を 外し て 内 部 に 手 を 触れ な いで くだ さい 。 
故宮 の 原因 に な り ま す 。 

・ 直射 日 光 の 当たる 場所 、 ほ こり の 多い 所 、 暖 房 器 具 の 近く な ど で の ご 使用 、 お よび 保管 は 
し な いで くだ さい 。 

・ カ ー ナ ビ 、 カ ー テ レビ な ど 他 の 機器 に 影響 を 与え る 場合 に は 距離 を 離し て ご 使用 くだ さい 。 


・ ア ン テ ナ は 完全 に 取り 付け て お 使い くだ さい 。 
・ ハ イ バ ワ ー で 長 時 間 送 信 し 続け ます と 、 機 器 が 骨 元 し ます 。 人 ぷ 。。 
お 取り 扱い に は 二分 注意 し て くだ さい 。 (ペア シン 


・ カ 一 、 煙 が 出 た り 、 異臭 が する 場合 は 、 電 源 ス イッ チ を すみ 
や か に 切っ て くだ さい 。 
安全 を 確か め た 上 で 販売 店 、 ま た は 最寄り の 当社 サー ビス 窓 
口 へ ご 連絡 くだ さい 。 


ら 電波 の 発信 前 に 


八 ム バン ド の 近く で は 、 多 く の 業 務 用 無線 局 が 運用 され て いま す 。 こ れ ら 無線 局 近く で の 電 
波 発信 に は 気 を 付け こく だ さい 。 


アマ チュ ア 無 線 局 が 電波 法令 を 遵守 し て いて も 、 思 わ ぬ 電 波 障害 が 起こ る こと が あり ます 。 
移動 運用 の 際 に は 、 十 分 な ご 配慮 を お 願い いた し ます 。 


使用 禁止 

っ で 

主 に 次 の よう な 場所 で の 運用 は 、 原 則 と し て 禁じ られ て いま す 。 運用 が 必要 な 場合 は 各 管理 者 の 承 
認 を 得 て く だ さい 。 

・ 航空 機内 、 空 港 敷 地内 、 新 幹線 車両 内 、 業 務 用 無線 局 周 域 、 お よび 、 そ れ ら の 中 継 局 周辺 な ど 。 


き 安定 化 電源 


・ 本 機 に 接続 する 外部 電源 は 、 必 ず 出 力 電圧 が 1 1.7 V…15.8 V の 生 囲 内 で 容量 が 規定 以上 
の も の を 使用 し て くだ さい 。 
電源 ケー ブル の 抜 き 落し は 、 必 ず 本 体 の 電源 を OFF に し て か ら 行 っ て くだ さい 。 


4 電波 法 上 の 注 旋 


電波 法 第 59 条 は 「 何 人 も 法律 に 別段 の 定め が ある 場合 を 除く ほか 、 特定 の 相手 方 に 対し て 行わ れる 
無線 通信 を 傍受 し て その 存在 若しくは 内 容 を 漏らし 、 又は これ を 砺 用 し て は な ら な い 。 」 と し 、 第 
108 条 で 「 無 線 局 の 取扱 い 中 に 係わる 無線 通信 の 秘密 を 漏らし 、 又は 紀 用 し た 者 は 、1 年 以下 の 懲 
役 又は 50 万 円 以下 の 宮 金 に 処す る 。」 と 副 則 規定 を 設け て お り ま す 。 更に 第 109 条 の 2 で 「 早 号 
(秘話 ) 通信 を 受信 し た 者 が 、 そ の 暗号 通信 の 秘密 を 漏らし 、 又は 補 用 する 目的 で 、 そ の 内 容 を 復 
元 (秘話 解除 ) し た と き は 、1 年 以下 の 短 役 又は 50 万 円 以下 の 信金 に 処す る 。 」 と 定め て お り ま す 
の で 、 放 送 以外 の 無線 通信 を 傍受 され る 場合 は 電波 法 違反 と な ら な いよ う 十 分 ご 注意 くだ さい 。 
本 機 は アマ チュ ア 無 線 機 で す 。 送信 する に は DX 仕様 は 4 級 以上 、HX 仕 様 は 3 級 以上 の アマ チュ ア 
無線 技士 資格 と アマ チュ ア 無線 局 免許 が 必要 で す 。 


ら . 付属 品 


開 梱 され まし た ら 、 付 属 品 が 揃っ て いる こと を 確認 し て くだ ささ い 。 


画 本 機 面 マイ クロ ホン 


功 DC 電源 コー ド (15A ヒ ュー ズ 付 き ) 画 モ ー ビ ル ブラ ケッ ト 


弄 ア ラー ム 用 配線 ケー ブル A (リー ド 線 付き ) 画 ア ラー ム 用 配線 ケー ブル B (延長 ケー ブル ) 


に ーー ニーーー ーー 


号 モ ー ビ ル ブラ ケッ ト 取 り 付け 用 ネジ セッ ト 画 六 角 ネ ジ 用 スパ ナ 


六角 ネジ タッ ピン グ ネ ジ 
(M4 x 6mm) x4 (M5 x 20mm) x 4 


@RS 00 
ネジ 六角 ナッ ト 
(MS x20mm)x4 (MS) x4 
《⑩y の 9 


還 盗 難 偽 報 ステ ッ カ ー ら の 枚 
画 取 扱 説明 書 
還 保 証書 (保証 書 に 購入 日 が 記載 され て いな い 場 合 は 、 ご 購入 時 の レシ ー ト も 保管 し て お いて くだ さい ) 
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3. 電源 の 接続 と 設置 方 法 
3-1 マイ クロ ホン の 接続 
グリ 


付属 の マイ クロ ホン を 、 フ ロン ト パ ネル 左下 の マイ クコ ネ ク タ に 接 2 ググ ク 
続 し ます 。 マ イク ロホ ン を 差し 込ん だ 後 、 リ ング ネジ を し っ か り と ee 
締め て くだ さい 。 め 0 


コネ クタ を 差し 込む 向 さ に 注意 し て くだ さい 。 


クア ク ク ス シフ フク 
2 ラフ ンス 
の の 


3- ら アン テ ナ の 接続 


外部 スピ ー カ 
(使用 され る 場合 ) 


』。 リア パネ ル 右 下 の ア ン テ ナ コネ クタ に 、 
アン テ ナ の 同軸 ケー ブル を 接続 し ます 。 
2. 同 責 ケ ー ブ ル の リン グ ネ ジ を 締め ます 。 
本 機 の 出力 イン ピー ダン ス は 50Q で す 。 ア ン デ ナ 、 同 軸 ケ ー ブ ル 、 ト ラン シ 


ー バ の 間 の イン ピー ダン ス が 異な る と 、 送 信 出 力 が 低下 に よる 故障 の 原因 や 、 
他 の 電子 機 器 (テレ ビ な ど ) の 動作 に 影響 与え る こと が あり ます 。 
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3. 電源 の 接続 と 設置 方 法 


3-3 固定 (屋内 設置 ) で 運用 する 場合 


・ 接 続 前 に は 、 必 ず 電 源 が QFF に な っ て いる か を 確か め て くだ さい 。 


注意  "' 控 続 に は 、 必 ず 付 属 の ロ C 電 源 コ ー ド を 使用 し て くだ さい 。 


す 。 13.8 V の 直流 安定 化 電源 に 付属 の DC 電 
源 コ ー ド を 接続 し ます 。 
赤色 の コー ド を 電源 の プラ ス ( 丁 ) 祝 、 黒 色 の コー 
ド を マイ ナス () 極 に 接続 し ます 。 


安定 化 電源 容 暑 "DR-OBDX・DRH-120DX・DR-420DX 8A 以 上 
寺 DR-0BHX・DR-120HX・DRH-420HX 15A 以 上 
安定 化 電源 電圧 11.7 一 15.8V 
当社 の 安定 化 悪 源 を 使用 ささ れる こと を お すす めし ます 。 


3-4 モー ビル (自動 車 ) で 運用 する 場合 


モー ビル 運用 で は 、 な に より も 安全 運転 を 優先 し ます 。 次 の 手順 に 従っ て 、 正 し く 接 続 し て くだ さい 。 
3-4-1 取り 付け 場所 
車種 に より 車内 の レイ アウ ト は 異な り ま す が 、 操作 


性 、 安 全 運 転 の 面 か ら 最 適 と 思わ れる 場所 を 選ん で 
くだ さい 。 


次 の よう な 場所 は 避け て くだ さい 。 
* ひざ が 本 機 に 当たる 場所 や エア バッ グ の 動作 
に 支 遼 の ある 所 
直接 振動 が 伝わる 場所 
* カー ビータ の 吹き 出し 口 な ど 、 車 内 温度 が 高 
く な る 場所 
* マイ ク が ドリ ンク ホル ダー な ど に 引っ か か る 
よう な 場所 


・ 本 機 は 24V 車 に は 員 合 し ませ ん 。 DC-DC コ ン バ ー タ ー を 介し て ご 使用 くだ さい 。 


演 遇 アカ ー ナ ビ な ど 電 子 機器 か ら は な る べく 部 し て 設置 し て くだ さい 。 


1 


3-4- ら 
7. 


ご -4- う 


3. 電源 の 接続 と 設置 方 法 


モー ビル アン テ ナ の 取り 付け 


定 し て くだ さい 。 


アン デ ナ の 同軸 ケー ブル を 、 本 機 に 接続 


し ます 。 
接続 に つい て は 、P.1 1 を 参照 し て くだ さい 。 


市 販 の アン テ ナ 基 台 を 使っ て 、 モ ー ビ ル 
アン テ ナ を 車 に 取り 付け ます 。 
走行 中 に 脱落 する こと が な いよ うに 、 し っ か り と 固 トド で 


』 マグ ネッ ト 基 台 
ンプ て odho 


車載 アン グル の 取り 付け 


ここ で は 、 グ ロー ブ ボ ックス 下 に 取り 付け る 場合 に 
つい て 説明 し ます 。 


車載 アン グル を 、 グ ロー ブ ボ ックス 下 の 
適切 な 位置 に 取り 付け ます 。 

付属 の ワッ シャ (4 個 ) と タッ ピン グ ネ ジ (4 本 ) 
で 、 取 り 付け て くだ さい 。 


ぐ く 下 孔 と し て ゅ 圭 0. の を あけ た 場合 > 
ポ ボディ 


ワッ シャ ー (M5) 


タッ ピン グ ネ ジ 
(MS x g0 mm) 


車 埋 ア ング ル 


六角 ネジ (4 本 ) を 本 機 に 軽く 取り 付け 
ます 。 

必ず 付属 の 六角 ネジ (4 本 、M4XBmm の み ) を 
使用 し て くだ さい 。 


六角 ネジ b を 車載 アン グル の 後ろ の 溝 に 
先 に 入れ 、 押 し 上 げ な が ら 後 方 に 押し 込 
み ま す 。 


同時 に 六角 ネ ジ a を 前 の 溝 に 入れ ます 。 


六角 ネジ (4 本 ) を 締め て 固定 し ます 。 


付属 の 大 角 ネ ジ 以 外 の も の を 使用 する と 無 織 内 部 の 部 品 を 破損 する 堪 れ が 


て 注 導 、 修理 は 有 示 と な り ま す 。 


あ 


中 


3. 電源 の 接続 と 設置 方 法 


3-4-4 


d-4-5 
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外部 電源 コン トロ ー ル / 電 源 ラ ンプ 表示 機能 


この 配線 を 行う と 本 機 の 填 涯 が ON の 状態 で 車 の ACC 電 源 を DN/OFF す る と 、 本 機 の 電源 も 
連動 し て ON/OFF し ます 。 

な お 、AOC 電 源 が OFF 時 は 本 機 の 電源 を ON で きま せん が 、AOC 起 源 ON 時 は 本 機 の PWR キー 
で 電源 を ON/DFF で きま す 。 


DC 電源 コー ド を 自動 車 の バッ テリ ー に 直接 接続 し ます 。 


ACC 電 源 か ら の 電源 を 外部 電源 ジャ ッ ク に 接続 し ます 。 
ACC 電 源 の 接続 に は 、 オ プシ ョ ン の EDC-36 シガー ライ ター ケー ブル を 使用 くだ さい 。 


・ACC 電 涼 と は 自動 車 の イグ ニッ ショ ン キ ー の ON/OFF に 連動 し た 電源 で す 。 
巻 楽  ・ 本 機 の 電源 が OFF 状 態 で 車 の ACC 電 源 を ODN する と 、PWR キ ーLED が 点灯 
し ます が 、 本 機 の 電源 は ON に な り ま せん 。 
・ 外部 起源 ジャ ッ ク に 何 も 接続 し な い 場 合 、 PWR キー で 吉 当 を ON/OFF し ます 。 
EDC-36 シガー ライ ター ケー ブル (オブ ショ ン ) を 外部 電源 ジャ ッ ク に 接続 
3 する と き は 、 必 ず 自 動車 の ACC 電 源 OFF の 状態 で 接続 し て くだ さい 。 
プラ グ の 丁 端子 が 本 機 の シャ ー シ ア ー ス に 接触 する と 、EDC-36 の ヒュ ー ズ 


が 切れ ます 。 
電源 電圧 表示 機能 
電源 を 接続 し た 後 、 供 給 さ れ て いる 電源 の 電圧 を 確 
認 す る こと が で きま す 。 
FUNC キ ー を 押し な が ら SQL キ ー を 押し 6 
』 ア 
ます 。 較 コガ / 5 
ディ スプ レイ に 供給 電源 電圧 を 表示 し ます 。 例 ) 13.8 V の 場合 


通常 表示 に 戻す と き は 、 再 度 同 操作 を す 
る か 電源 を OFF し ます 。 


表示 は 電圧 変化 に 伴っ て 即時 変化 し ます 。 送 信 時 も 表示 し て いま す 。 


表示 直 圧 範囲 は 約 ノ ー1GV で す 。 ま た その 数 値 は 目安 で す の で 、 正 確 な 電圧 を 
へ 確認 する 場合 は 、 電 圧計 を ご 使用 くだ さい 。 


4. 首部 の 名 称 と 操作 
4-1 フロ ント バネ ル 


⑩ ⑱⑪ 


⑦ ⑧ 


画 単 独 で 操作 し た と き の 機 能 

No 名称 。 | 

Q 押す た びに 電源 を ON/OFF し ます 。 

@⑧ | VOL ツ マミ | 音量 を 調整 し ます 。 

⑨ | ダイ ヤル 周波 数 、 メ モリ ー チ ャ ン ネル 、 名 種 設定 を 変更 し ます 。 
④ | FUNC/SET ファ ンク ショ ン 機 能 を 設定 し ます 。 

⑤ 1 V/M/MW VF0/ メ モリ ー モ ー ド を 切り 替え ます 。 


⑥ MHz/SHIFT※] | VFO モ ー ド 時 1 MHz 単位 で 周波 数 の 設定 を し ます 。 
② | TSZDCS/LOCKwse| トー ンス ケル チ 、DCS の 設定 を し ます 。 
CALL/F/L CALL モ ー ド に 切り 替え ます 。 

⑨ | SQL/D スケ ル チ レ ベル を 設定 し ます 。 

⑩ | DATA 濡 子 | クロ ー ン 機能 や 次 区 警報 機能 に 使用 し ます 。 

⑪ | TX 表示 ラン プ | 送信 時 に 点灯 し ます 。 

⑯ 付属 の マイ クロ ホン を 接続 し ます 。 


※1 ⑥ を 押し な が ら PWR キ ー を UN に する と 、 受 信 周波 数 範囲 が 広がり ます 。 
※ ら DUH-420 の み ⑦ を 押し な が ら PWRH キ ー を DON に する と 、⑦ が レビ ピーター 設定 キー 


と な り ま す 。 
圏 [上 F] 点 灯 中 に 操作 し た と き の 機 能 
Nor 機能 
④ IFUNC/SET 設定 を 完了 し 、 フ ァ ン クシ ョ ン 機 能 を 終了 し ます 。 
⑤ 1V/M/MW メモ リー の 書 寺 込み を し ます 。 


る ⑥ IMHz/SHIFT シフ ト 設 定 や オフ セッ ト 周 波数 を 設定 し ます 。 
② ITS/DCS/LOCK | キー ロッ ク 機 能 を 設定 し ます 。 

CALL/H/L 送信 出力 の HI/MID/LOW を 切り 替え ます 。 
⑨ ISQL/D パ バケット や ナビ 通信 モー ド に な り ま す 。 
※[F] は 、FUNC キ ー を 押す と 点灯 し ます 。 
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4. 音 部 の 名 称 と 操作 


画 FUNC キ ー を 押し な が ら 操 作 し た と き ぎの 機能 


No 名 称 。 | 機能 
① | PWR キー | 全て の 机 定 デー タ を リセ ッ ト し ます 。 
⑥ |VMMW | メモ リー の 消去 を し ます 。 


⑥ |MHz/SHIFT ワイ ド / ナ ロー モー ド を 切り 替え ます 。 
⑦ |TS/DCS/LOCK| オー ト ダ イア ラー を 設定 し ます 。 
CALIL/H/L クロ ー ン 機能 モー ド ( に な り ま す 。 
⑧ 電源 電圧 表示 モー ド に な り ま す 。 


画 キ ー を 押し 続け た と き の 機 能 


4- ら リア バネ ル 
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① 1 外部 入力 電源 端子 | ACO 起 源 ス イッ チ 連 動 時 、 EDC-36 (オプ ショ ン ) 接続 用 の 端子 で す 。 
⑧@ | 電源 入力 コー ド | 13.8V の DC 電源 を 接続 し ます 。 


③ | 外部 スピ ー カ 端子 | 市 販 の 外部 スピ ー カ を 接続 する 端子 で す 。 


④ | DSUB9 コ ネ ク タ | パケット 運 用 時 に 、 市 取 の TNC 機 器 を 接続 する 端子 で す 。 オブ ショ ン EJ- 
41U 取 り 付け 時 は 、 パ ソコ ン に 接続 する 端子 で す 。 (DR-420HX は 除く ) 


⑥⑤ {アンテ ナコ ネ ク タ | 市 販 の アン テ ナ イ ン ピ ー ダ ンス 500 の 周波 数 に あっ た アン デ ナ 
を 接続 し て くだ さい 。 


@⑥ 送信 時 お よび 送信 停止 後 約 60 秒 間 回 転 し ます 。 (DR-480HX の の ) 


4. 音 部 の 名 称 と 操作 


4-3 ディ スプ レイ 


Me 


| 回 MiLo Nar Aー mr DCS は 


人 


No.| 名 称 。 | 機能 
① |seL スケ ル チ レ ベル 設定 時 に 点灯 し ます 。 
|M ” " | メモ リー モー ド の と き 点 灯 し ます 。 
メモ リー チャ ン ネ ル や スケ ル チ レ ベル を 表示 し ます 。 
④ | デシ マル ポイ ント | 盗難 区 報 機能 設定 時 点灯 し ます 。 
⑥ | テシマ ルポ イン ト | スキ ャ ンス キッ プ 設 定時 点灯 し ます 。 
⑥ | デシ マル ポイ ント | 周波 数 や スキ ャ ン 動作 時 に 点灯 / 点 減 し ます 。 
o B8g88g8 | 后 波 数 や メモ リー ネー ム な 表示 し ます 。 
[ BUSY 7 信号 受信 時 に 点灯 し ます 。 


細 送信 ・ 受 信 信号 の 強 さ を 、 レ ベル 表示 し ます 。 


| ド / パ ケッ トモ ー ド / ナ ビ 通 信 モ ー ド 時 に 点灯 
4 


⑩ ーー キー ロッ ク 設定 時 に 点灯 し ます 。 
⑯⑱ DCS 設 定時 に 点灯 し ます 。 


⑲ | mRYe トー ンス ケル チ 設 定時 に 点灯 し ます 。 

⑱ |+ー シフ ト 設定 時 に 点灯 し ます 。 

⑱⑮ AM 受信 モー ド 時 に 点灯 し ます 。 (DR-180 の あめ ) 
回 ナロー モー ド 時 に 点灯 し ます 。 

⑫ |Lo 送信 出力 LOW 時 に 点灯 し ます 。 


⑱ 送信 出力 MID 時 に 点灯 し ます 。 
⑱ ファ ンク ショ ン 機 能 時 に 点灯 し ます 。 
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4. 難 部 の 名 称 と 操作 


4-4 マイ クロ ホン 


No.| 名 称 。 | 機能 

① UP 周波 数 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル 、 各 種 設定 を 変更 し ます 。 

@⑨ |DOWN 周波 数 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル 、 交 種 設定 を 変更 し ます 。 
⑧」PTT 送信 時 押し 続け ます 。 加 設定 操作 中 に 押す と 設定 が 確定 し ます 。 


④ | ロッ クス イッ チ [UP/DOWN キ ー の 機能 を 停止 し ます 。 


マイ ク 部 で す 。 
画 マ イク コネ クタ 図 (セッ ト 正 面 よ り 見 た 図 ) 


GND 
MIC 7 ① @ ヽ MIC GND 
PTT 2 ⑧ 


DOWN い ③ 


@: DC 5V 
NM 
le 


リモ コン 
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5. 基本 的 な 使い 方 
ら - 1 電 ) の ON/0FF PWR キー 


PWH キ ー を 押す と 電源 が 入り ます 。 電 源 を 切る と き は 、 も う 一 - 。 6 
度 PWR キー を 押し ます 。 


| 」 トー 
5- 音量 の 調整 音 小 。 普 量 大 
my 
VOL ツ マミ を 時 計 方 向 に 回 す と 、 音 量 が 大 きく な り ま す 。 | 放さ 
VOL ツ マミ を 反 時 計 方 向 に 回 す と 、 音 量 が 小さ く な り ま す 。 攻 鞍 更 融 
VOL ツ マミ 


ら 5-3 スケ ル チ の 調 百 


スケ ル チ の 動作 レベ ル を 調整 し ます 。 
スケ ル チ と は 、 信 号 の な い チ ャ ン ネ ル を 受信 し た と き に 聞こ える 
FM モー ド 特 有 の ザー 音 を な くす 機能 で す 。 


】。 SQL キー を 押し ます 。 
ディ スプ レイ の [SQL] が 点灯 し 、 ス ケル チレ ベル が sr た ガ コ 以 
その 下 に 表示 され ます 。 9 「 ゴ ユビ の cro 


スケ ル チ レ ベル 
2. SQL の 表示 が 出 て いる 間 に ダ イヤ ル ま た 


は マイ クロ ホン の UP/DOWN キ ー で スケ 


ル チ レ ベル を 調整 し ます 。 
この 値 は 、 器 源 を OFF に し て も 保持 され ます 。 


3. 設定 を 完了 する と き は 、PTT ま た は 本 体 
キー の いずれ か を 押し ます 。 
通常 表示 に 戻り ます 。 
また 5 秒間 キー の 無 操作 状態 が 続い て も 、 自 動 的 に 
設定 を 完了 し 通常 表示 に 戻り ます 。 


に] パ ・ ス ケル チレ ベル は 、(O0) (20) まで の ら 1 段 階 で す 。 値 が 大 きい ほど ス 
参考 ケル チ は 開き に くく な り 玉 い 電波 を 受信 し て も 聞こ えな く な り ま す 。 
- レベ ル が 低 す ぎる と 、 何 も 受信 し て いな い 時 で も ノイ ズ な ど で ス ケル チ が 開 
く こ と が あり ます 。 この レベ ル は 受信 周波 数 や 電波 環境 に よっ て 変化 する の 
で 必要 に 応じ て 調整 し て くだ さい 。 
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5. 基本 的 な 使い 方 


ら -4 VFOU モ ー ド 


工場 出荷 時 か ら 最 初 に 朝 演 を 入れ た 時 に 表示 され る モー ド で す 。 
周波 数 や 各種 設定 を 変更 する こと が で きま す 。 


5-4-1 周波 数 設定 


』。 V/M キ ー を 押し 、VFD モ ー ド に し ます 。 


V/IM キ ー を 押す ご と に VFO モ ー ド と メモ リモ ー ド 77 娘 
が 切り 替わり ます 。 oN 


VF0O モ ー ド : 周波 数 を 表示 し ます 。 
メモ リー モー ド : [M] が 表示 され ます 。 
mw 7 に だ 廊 廊 廊 
』 リ の 42 
メモ リー モー ド 


2. 周波 数 を 調整 し ます 。 ss 
: ダイ ヤル を 時 計 方 向 に 回 す 、 ま た は マイ クロ ホン 6 
の UP キー を 押し ます 。] クリ ッ ク で 1 チャ ン ネ ル つけ] 
ステ ッ プ ずつ 周波 数 が 増加 し ます 。 
因 波 至 を 減少 させ る 
: ダイ ヤル を 反 時 計 方 向 に 回 す 、 ま た は マイ クロ ホ 
ン の DOWIN キ ー を 押し ます 。 1 クリック で ] チ ャ 
ン ネ ルス テッ プ ず つ 、 周 波数 が 減少 し ます 。 


[チャ ン ネ ルス テッ プ (ダイ ヤル を 1] ク リック し た 時 に 変わ る 値 ) の 説 定 は 、 
参考 1、28 を 参照 し て くだ さい 。 
初期 設定 は 2OkHz ス テッ プ で す 。 


画 周 波数 を 1 MHz ずつ 増減 させ る 


』。 MHz キー を 押し ます 。 
100 kHz 以下 の 表示 が 消え た 状態 に な り ま す 。 


時 
LT 


ク 2. ダイ ヤル を 回 す 、 ま た は マイ クロ ホン の 
UP/DOWN キ ー を 押し ます 。 
回 す 方 向 (キー) に 応じ て 、 周 波数 が 1 MHz ずつ 
増減 し ます 。 


3. 設定 を 完了 する と き は 、PTT ま た は 本 体 
キー の いずれ か を 押し ます 。 
通常 表示 に 戻り ます 。 
また 5 秒間 キー の 無 操作 状態 が 続い て も 、 自 動 的 に 
設定 を 完了 し 通常 表示 に 戻り ます 。 


g0 


ら 5-4- ら @ 


づ . 


5-4-3 


5. 基本 的 な 使い 方 


チャ ン ネ ルス テッ プ 設 定 


周波 数 を 調整 する 際 、 ダ イヤ ル ま た は UP/DOWN キ ー の 1 クリ ッ ク で 増減 する 周波 数 を 設定 
し ます 。 合 わせ た い 周 波数 が 表示 で き な い と き に 使い ます 。 


VFO モ ー ド 時 、 セ ッ ト モ ー ド で チャ ン ネ エナ ロ 
ルス テッ プ 設 定 表示 に し ます 。 ロー ロビ 娘 


セッ トモ ー ド に つい て は P.27 を 参照 し て くだ さい 。 チャ ン ネ ルス テッ プ 設 定 表示 (初期 設定 ) 
現在 の チャ ン ネ ルス テッ プ が 表示 され ます 。 


ダイ ヤル を 回 し て 調整 し ます 。 
チャ ン ネ ルス テッ プ を 、 次 の よう に 切り 替え る こと 
が で きま す 。 


TP-B3 STP-185 STP-15 


STP-5 STP.83 。 STP10 。 
(5 kHz) (8.33 kHz) 10 kH2) (12.5 kHz) 15 kH2 
STP-50 STP-30 STP-25 STP-20 


(S0 kHz) (30 kHz) (25 kHz) (20 kHz) 


設定 を 終了 する と き は 、PTT キ ー ま た は 


本 体 キ ー (SQL キ ー 以 外 ) を 押し ます 。 
設定 完了 と な り 、 通 常 表示 状態 に 戻り ます 。 


チャ ン ネ ルス テッ プ 周 波数 を 変更 する と 、10 kHz 以下 の 桁 が 補正 され る こと 
が あり ます 。 


シフ ト 機 能 (シフ ト 方 向 と オフ セッ ト 周 波数 設定 ) 
送信 周波 数 を 、 受 信 周 波数 に 対し て オフ セッ ト 惨 分 シフ ト す る 機能 で す 。 

オフ セッ ト 周 波数 の 設定 範 団 は 0 一 98.9985 MHz で す 。 

レビ ー タ ー を 使っ て 交信 する と き な ど に 使用 し ます 。 通常 は 設定 を する 必要 は あり ませ ん 。 


FUNC キ ー を 押し た 後 、[FI 点 灯 中 に MHz 


訪 廊 廊 
キ ER 2 7 を 7 と / 
ッ ン フ ト ガ 回 が 家 示 マイ ナス 0.BOJ の と き 


MHz キー を 押す ご と に 右 の よう に シフ ト 方 向 が 切 


ー0.600 +O.60Q 
り 替 わり ます 。 | 
シフ ト 解 除 


周波 数 を 調整 し ます 。 
シフ ト 周 波数 表示 状態 で 調整 し て くだ さい 。 


設定 を 終了 する と き は 、PTT キ ー ま た は 本 体 
キー (FUNC、 MHz キー 以外 ) を 押し ます 。 
設定 完了 と な り 、 通 常 表 示 状 態 に 戻り ます 。 


レビ ー タ ー の アク セス に つい て ! 


浴 DR-480 に は レビ ー タ ー 機 能 が 搭載 され て いま す 。 (P.37) 


ら 1 


5. 間 本 的 な 使い 方 


5-5 メモ リー モー ド 
あら か じ め 和 登録 し て お いた 周波 数 や 設定 を 呼び 出し て 運用 する モー ド で す 。 


本 製品 は 1 00 個 の メモ リー チャ ン ネ ル (0Q 一 8CH) 、 お よび 各 1 個 の コー ルチャ ン ネ ル (C) と プロ グラ ム 
スキ ャ ン エ ッ ジ (PL/PH) を 持っ て いま す 。 な お 、 メ モリ ー の 数 を 増設 する こと は で きま せん 。 


5-5-1 メモ リー チャ ン ネ ル 呼 び 出し 


メモ リー チャ ン ネ ル を 登録 し て か ら 操 作 し て くだ さ 
い 。 


】。 V/M キ ー を 押し 、VFO モ ー ド に し ます 。 


っ RE 間 7 ルリ に ビ 廊 万 
V/M キ ー を 押す ご と に VFO モ ー ド と メモ リモ ー ド " 77 
が 切り 替わり ます 。 = 
メモ リー モー ド : [M] と メモ リー チャ ン ネ ル が 表示 

ざれ ます 。 メモ リー チャ ン ネ ル 


2. メモ リー チャ ン ネ ル を 選択 し ます 。 
ダイ ヤル 回 す 、 ま た は UP/DOWN キ ー を 押す ご と 
に 、】 チ ャ ン ネ ル づ つ 増 減 し ます 。 
アマ チュ ア 無 線 バン ド 以外 の 周波 数 を メモ リー し て いる 場合 、 受 信 周 波数 範囲 が 


レー ンー 


珍 考 拡張 (P2B 参 照 ) され て いな く て も メモ リー チャ ン ネ ル を 呼び 出し で きま す 。 


5-5- ら 2 メモ リー チャ ン ネ ル 登 録 


了 . V/M キ ー を 押し 、VFU モ ー ド に し ます 。 
V/M キ ー を 押す ご と に VFO モ ー ド と メモ リモ ー ド 
が 切り 替わり ます 。 に 万 廊 廊 
VFO モ ー ド : 周波 数 な ど を 表示 し ます 。 75 が ルス / 


VF0 モ ー ド 
2. 登録 し た い 周波 数 を 選択 し 、 必 要 に 応じ て 
メモ リー し た い 各 和 機能 も 設定 し ます 。 
記録 で きる 設定 は 次 ペー ジ の 一 覧 を ご 参照 くだ さい 。 
づ . FUNC キ ー を 押し ます 。 コリ ビビ 
{F]、[M]、 メモリー チャ ン ネ ル が 点 条 し ます 。 ガ 内 5 ルル 


4. 登録 し た い メ モリ ー チ ャ ン ネ ル を 選択 し 上 


sa< 7 に に 万 
ます 。 7 の 
ダイ ヤル を 回 す 、 ま た は UP/DOWN キ ー を 押し て Tp デー 
選択 し ます 。 未 登録 の チャ ン ネ ル は [M] が 点滅 し て 末 録 人 
いま す 。 


らら 


ら - ら 5-3 


5-5-4 


[F] 点 灯 中 に V/M キ ー を 押し ます 。 
完了 ビー ブフ ブ 音 が 鳴り 、[F] が 消え ます 。[M] が 点灯 に 
変わ っ た ら 登 録 完 了 で す 。 


5. 基本 的 な 使い 方 


・ 登 録 済み か の メモ リー チャ ン ネ ル を 選択 する と 、 上 書き され ます 。 
・CH-C を 選択 する と 、CALL チ ャ ン ネ ル に 上 書き され ます 。 
・CHSSB に は 、 ア ラー ム 周 波数 を 登録 し て くだ さい 。 
受信 周波 数 範囲 が 拡張 (P.25 参 照 ) され て いる 場合 、 ア マチ ュ ア 無線 バンド 
以外 の 周波 数 を メモ リー する こと が で きま す 。 


メモ リー チャ ン ネ ル 消 去 


V/M キ ー を 押し メモ リー モー ド に し ます 。 

V/M キ ー を 押す ご と に VFO モ ー ド と メモ リモ ー ド 

が 切り 替わり ます 。 

メモ リー モー ド : [IM] と メモ リー チャ ン ネ ル が 表示 
され ます 。 


ダイ ヤル を 回 し て 、 希 望 す る メモ リー チャ 


ン ネ ル を 呼び 出し ます 。 
すでに 登録 され て いる メモ リー テ ャ ン ネ ル は 、[M] 
が 点灯 し て いま す 。 


FUNC キ ー を 押し な が ら 、[F] 点 灯 中 に 
V/M キ ー を 押し ます 。 

ビー ブ 音 が 只 り 、 メ モリ ー が 消去 され ます 。 
同時 に 、[M] が 点滅 に 変わ り ま す 。 


環 剛 [M] が 点 減 し て いる 固 、 デ ィ スフレ イ に は 、 


参考 表示 され て いま す 。 


に 亡 7 
りら 好 LM 4 
メモ リー モー ド 


ペグ 


% 5599 


以前 の メモ リー の 内 容 が その まま 


消去 し た メモ リー 内 容 を 復帰 さす る に は 、 再 度 FUNC キ ー を 押し 、[F] 点 灯 中 に 
VM キー を 押し ます 。 た だ し 、CH や モー ド を な 変更 し た 後 で は 復帰 で きま せん 。 


メモ リー で きる 内 容 


メモ リー チャ ン ネ ル 0--B89、 プ ログ ラム スキ ャ ン エ ッ ジ (PL/PH) お よび CALL チ ャ ン ネ ル 


に は 、 下 記 の 内 容 を メモ リー する こと が で きま す 。 
・ 周 波数 

・ シ フト 周波 数 

・ シ フト 方 向 ( ユ /ー) 

・ ト ー ン 周波 数 

・ ト ー ン エン コー ダー/ ス ケル チ 設 定 
・DCS コ ー ド 

・DCS 設 定 

・ ス キッ プチ ャ ン ネ ル 設 定 

・ ビ ジー チャ ン ネ ル ロ ッ クア ウト (BCLO) 
-・ ナ ロー ワイ ド 設 定 


で ) 


5. 城 本 的 な 使い 方 


5-6 CALL モード 


CALL チ ャ ン ネ ル で 待ち 受け し た り 、 呼 び 出し を する と き に 使用 し ます 。 
CALL チ ャ ン ネ ル と は 、 よ く 使 う 周波 数 な ど を CALL チ ャ ン ネ ル に 記録 させ る と 、 ボ タン を 押す だ け で その 周 
波数 を 呼び 出す こと が で きる 機能 で す (本 憧 品 に は 1 個 の CALL チ ャ ン ネ ル が あり ます ) 。 


4 


5-6- 1 
7 


2. 


5-6- ら 


CALL チ ャ ン ネ ル 呼 び 出 し 


CALL キ ー を 押し CALL モ ー ド に し ます 。 
CALL チ ャ ン ネ ル が 呼び 出さ れ 、 登 録 され た 周波 数 
と 【[C] が ディ スプ レイ に 表示 され ます 。 


VFO モ ー ド 、 ま た は メモ リー モー ド に 戻 
る に は 、 再 度 CALL キ ー を 押し ます 。 
V/M キ ー で も 戻る こと が で きま す 。 


ご 注意 > CALL モ ー ド で スキ ャ ン は で きま せん 。 


CALL チ ャ ン ネ ル 変 更 


CALL チ ャ ン ネ ル は メモ リー チャ ン ネ ル の 一 つと し 
て 割り 当て られ て いま す 。 


従っ て 、CALL 周 波数 お よび その 他 の 設定 を 変更 す 
る 場合 に は 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル 登 録 と 同じ 操作 で 5 ピロ ガ 娘 
「C」 を 呼び 出し ます (P 2 参照 ) 。 


CALL チ ャ ン ネ ル の 登録 内 容 は 変更 で きま す が 、 消 去 は で きま せん 。 


5. 基 本 的 な 使い 方 


5-7 受信 する に は 
7】. PWR キー を 押し ます 。 


2. VOL ツ マミ を 回 し 、 適 当 な 痛 量 に 設定 し 
ます 。 


3。 SQL キ ー を 押し 、SQL の 表示 が 出 て いる 

間 に ダ イヤ ル を 回 し て ノイ ズ が 消え る 状 

態 に し ます 。 

SS メータ 

ガ . 希望 の 周波 数 を 選択 し ます 。 

希望 周波 数 で 信号 が 受信 され る と 、[BUSY] が 点 本 方 辻 

灯 し 、 受 信吾 声 が 聞こ えま す 。 05 コピ 9g 誠 

この と き 受 信 電 波 の 強度 に より 、S メ ー タ が 振れ ま 

す 。 


5- フ -1 モニ ター 機能 


スケ ル チ 動 作 を 解除 し 、 動 作 レ ベル 以下 の 弱い 信号 
を 聞く こと が で きる 機能 で す 。 


7。 SQL キ ー を 1 秒 以上 押し 続け ます 。 生生 
[BUSY] が 表示 され 、 ス ケル チ 動 作 を 解除 し ます 。 / リ ロビ の の 


2. モー ター 機能 を 解除 する と き は 、 ダ イヤ 


ル 以 外 の 本 体 キ ー を 押し ます 。 
スケ ル チ 動 作 を 再開 し ます 。 


5-7- ら 受信 周波 数 範囲 の 拡張 


受信 周波 数 範囲 た 広げ て 、 ア マチ ュ ア 無線 バン ド 以 
外 の 電波 が 受信 で きる 機能 で す 。 詳 細 周 波数 に 関し 
て は 、「12. 定 格 」 の 項目 を ご 覧 くだ さい 。 


】. 電源 を 切っ た 状態 で MHz キー を 押し な が 痕 
ら PWR キー を ON し ます 。 だ た 六 
[OPEN] が 表示 され 、 受 信 周波 数 範囲 を 拡張 し ます 。 


2. 再度 1 の 手順 を 行う こと に より [CLOS 


が 表示 され 受信 周波 数 範囲 が 元 の 状態 に し まう と 
戻り ます 。 


5. 基本 的 な 使い 方 


5-8 送信 する に は 
】. 希望 の 周波 数 を 選択 し ます 。 0 


2. マイ クロ ホン の PTT キ ー を 押し ます 。 
TX 表示 ラン プ ( 赤 ) が 点灯 し 、 送 信 状 態 と な り ま す 。 


3. PTT キ ー を 押し な が ら 、MIC に 向かっ て 
普通 の 大 き さ の 声 で 話し て くだ さい 。 
マイ クロ ホン を 約 5cm 離 し て くだ さい 。 

PTT キ ー を 離す と 受信 状態 に 戻り ます 。 


| PTT キ ー を 押し な が ら DOWN キ ー を 押す と トー ンコ ー ル 信号 が 送信 され ます 。 
ec オート ダイ ヤラ ー が 設定 され て いる 場合 、PTT キ ー を 押し な が ら UP キ ー を 押 
す と オー ト ダ イヤ ラー 信号 が 送信 され ます 。 (P.40 参 昭 ) 
送信 周波 数 範囲 外 で PTT キ ー を 押す と 、 デ ィ ス プレ イ に [OFF1 が 表示 され 
ます 。 と の 状態 で は 送信 する こと は で きま せん 。 
[ココ DR-420HX ほ は 、 送 信 時 お よび 送信 停止 後 約 60 秒 問 フ ァ ン が 回 転 し て いま 
参考 す 。 


5-8-1 送信 出力 の 切り 替え 


】』。 FUNC キ ー を 押し た 後 、[F] 点 灯 中 に 


CALL キ ー を 押し ます 。 
FUNC キ ー を 押し た 後 CALL キ ー を 押す 、 こ の 操作 
を 繰り 返す 度 に 、 送 信 バ ワー が [HHーMーL っ H] 


と 切り 替わり ます 。 

MID パ ワー 時 に は [MiJ、LOW パ ワー 時 に は [Lo] が 廊 廊 

点灯 し ます 。 HI パワ ー 時 は な に も 表示 し ませ ん 。 " け 町 7 4」 

初期 値 は HH パワ ー と な っ て いま す 。 LOW バ ワー 時 

また HF メ ー タ は 、 右 の よう に 表示 し ます 。 万 万 。 守 
" 則 還 7 2 久 ミ 

送信 出力 MID バ ワー 時 

IMID | 10Wj20W| 10W ー ロ 万 万 室 

ILOW [5zwlsw 5w|5w]%52wlsew| | リリ 娘 急 

HI バ ワー 時 


だ > ・ 送 信 中 に は バ パワー 切り 替え は で きま せん 。 
・ 連 続 送 信 な ど で 無 線 交 内 部 が 高 湿 に な る と 、 温 度 プ ブロ テク ト 回 路 が 働き 送信 
出力 を 約 809% 低 下さ せま す 。 温度 が 下がる と また 元 の 出力 に 戻り ます 。 
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6. セッ トモ ー ド 


本 機 で は 、 セ ッ ト モ ー ド で いろ いろ な 機能 を 好み や 用 途 に 合わ せ て 設定 する こと が で きま す 。 


6B-1 セッ トモ ー ド 設定 方 法 


】。 FUNC キ ー を 2 秒 以上 押す と 、 セ ッ ト モ ー 
ド に な り ま す 。 
初期 設定 時 


2. SQL、 UP/DOWN キ ー を 押し て メニ ュー 


を 選択 し ます 。 
メニ ュー 内 容 に つい て は 、 下 記 の 「 セ ッ ト モ ー ド ー 
息 」 を 参照 し て くだ さい 。 


3. ダイ ヤル を 回 し 、 メ ニュ ー の 内 容 を 変更 
し ます 。 


オイ 。 次 の メニ ュー に 移る と き は 、SQL、UP / 
DOWN キ ー の いずれ か を 押し ます 。 


う . 設定 を 完了 し 通常 表示 に 戻る と き は 、 本 
体 キ ー (SQL キ ー 以 外 ) を 押し ます 。 


チャ ン ネ ルネ ー ム 設定 慈 能 の み 、 設 定 方 法 が 異な り ます (P.32 参 照 ) 。 


6- ら セッ トモ ー ド 一 覧 


セッ トモ ー ド 一 覧 
右 の セッ トモ ー ド 一 覧 表 は 切り 取っ て 、 ご 


チャ ン ネ ルネ ー ム 設定 


| 

| 

1 

使用 くだ さい 。 チャッ ネル ステ ッ プ 切 り 上 え (VFO) 

ーー- ス キャ ツタ イプ 切り 替え 

セッ トモ ー ド メニ ュー 投 定 内 容 寺 1 
チャ ン ネ ルス テッ プ 切 り 替 え | 周波 数 調整 時 1 クリ ッ ク の 周波 数 幅 ビー ブ 音 設定 ( 
を 設定 する (VF0 モ ー ド の み 表 示 ) o タイ ム ア ウ ト タ イ マー 疫 定 | 

スキ ャ ンタ イプ 切り 替え | タイ マー/ ビ ジー スキ ャ ンタ イプ を 」 
切り 替え る 。 -TOT ベ ナル ティ 設定 .……:….、 1 

相 1 

タイ ム ア ウ ト タ イ マー 設定 | 送信 時 間 制 限 を 設定 する 。 “ 
TOT ペ ナル ティ 設定 タイ ム ア ウト タイ マー で の 送信 終了 ーー 
人 5 - ビ ツー チャ ッ ネル ロ y ク アウ ト 。 ! 

オー ト パ ワ ー オ フ 設 定 自動 的 に 起源 を 切る 機能 を 設定 する 。 
トー ンコ ー ル 切り 替え トー ンコ ー ル の 設定 を 切り 替え る 。 -: 放 計 報 設 定 ーー。、 
ビジ ー チ ャ ソン ネ ル ロ ッ クア ウト 設定 | 受信 状態 に よる 送信 制限 を 設定 する 。 ーー チャ ン ネ ルネ ー ム 設定 (メモ リー) 。 
次 難 区 報 設 定 刀 牙 敬 報 を 設定 する 。 」 
| 

| 

【 

1 


ディ マー 設定 


各 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル に 名 称 を を 設定 
する (メモ リー モー ド 時 の み 表 示 ) 。 
ディ スプ レイ の 明る ござ を 調整 する 。 


ーー ディ マー 人 設 定 ーー 


SQL キ ー ル JP キー を 押す 。 


G. セッ トモ ー ド 


G-3 セッ トモ ー ド メニ ュー 
それ ぞ れ の 機能 に つい て 説明 し ます 。 
6-3-1 チャ ン ネ ルス テッ プ 切 り 替 え 


VF0 モ ー ド で チャ ン ネ ルス テッ プ を 変更 する こと が 
で きま す 。 


7. ディ スプ レイ に 現在 の チャ ン ネ ルス テッ 上 
プ を 表示 させ ます 。 7 リージ 7 
初期 設定 は [STP-20] で す 。 ー 


2. ダイ ヤル を 回 し 、 チ ャ ン ネ ルス テッ プ を 
切り 替え ます 。 使用 で きる ステ ッ プ は 下 


記 の 通り で す 。 
STP-5 STP-83 TP-10 STP-125 STP-15 
(5 kHz) (8.33 kHz) (10 kHz) (18.5 kH2) (15 kHz) 
STP-50 STP-30 STP-25 STP-20 


(50 kHz) (30 kHz) (25 kHz) (20 kHz) 


アマ チュ ア 無 線 で の FM は 、 一 般 に 8G0kHz セ バレ ーション で 運用 され て いま 

生ま る どら の 本 各 の に の ウネ で 軸 氏 れ 
る 通信 に 妨害 を 与え た り 、 同 等 に 妨害 を 受け る 可能 性 が あり ます の で ルー ル を 
守っ て 運用 し て くだ さい 。 
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B-d- ど 


6. セッ トモ ー ド 


スキ ャ ンタ イプ 切り 替え 


タイ マー スキ ャ ン と ビジ ー ス キャ ン を 切り 替え ます (P.33 参 照 ) 。 

ディ スプ レイ に 現在 の スキ ャ ンタ イプ を 

表示 させ ます 。 了 了 イル MM に 
初期 設定 は [TIMER] で す 。 すす すす た 


ダイ ヤル を 回 す と 右 の よう に 表示 が 変わ 


TIMER BUSY 
り 、 設 定 が 変更 され ます 。 il 


ビー プ 音 


操作 時 に ビー プ 音 を 鳴ら すか どう か の 設定 で す 。 


7. ディ スプ レイ に 現在 の 設定 が 表示 され ます 。 
初期 設定 は [BEEP-DN] で す 。 十 寺 所 二 
ルリ 
2. ダイ ヤル を 回 す と 右 の よ う に 表示 が 変わ BEEP-ON BEEP-0F 
り 、 設 定 が 変更 され ます 。 MS 
6-3-.4 タイ ム ア ウ ト タ イ マー (TOT) 
圏 TOT と は 
連続 送信 時 間 が 設定 され た 時 間 を 超過 し た 場合 、 タ イム アッ プ の 5 秒 前 に 和 約 告 音 が 鳴り 、 無 線 
機 は 自動 的 に 受信 状態 に な り ま す 。 
この 場合 、 一 度 PTT キ ー を QFF に し な いと 次 の 送信 は で きま せん (TOUT ペ ナル ティ が 設定 され 
て いる 場合 に は 、 設 定 さ れ た 時 間 内 に 再度 PTT キ ー を OFFーON に し て も 送信 で きま せん ) 。 
圏 TOT の 設定 
7.。 ディ スプ レイ に 現在 の 設定 が 表示 され ます 。 0 
初期 設定 は [TOT-0FF] で す 。 ) リ す ナー リ た た 
2, 


ダイ ヤル を 回 す と 下 の よ うに 表示 が 変わ 
り 、 設 定 が 変更 され ます 。 リー 5 の 


[TOT]I の 枝 に 表示 され た 数 箇 が 下 在 の TOT 時 間 で す 。 06 同 30 の 清 
TOT 時 間 は 最長 450 秒 まで 設定 で きま す 。 


ToT-OFF 一 - ToT-30 一 一 ~ TOT-80 一 ~ ・・・・・ 一 一 ~ TOT-450 


に ド に | 


6. セッ トモ ー ド 


G-3-5 


6-3-6 


30 


TOT ペ ナル ティ 


送信 が タイ ム ア ウ ト タ イ マー で 終了 し た 場合 、PTT キ ー を 押し て も 、 設 定 さ れ た TOT ペ ナル 
ティ 時 間 内 は 送信 を 禁止 する 機能 で す 。 


TOT ベ ナル ティ 時 間 中 に PTT キ ー が 押さ され た 場合 に は 、 ビ ー プ 音 が 出 ま す 。 
TOT 時 間 終 了 後 、PTT キ ー が TOT ペ ナル ティ 設定 時 間 以 上 押さ ざれ 続け た 場合 に は 、 ペ ナル ティ 
動作 を 解除 し ます 。 


ディ スプ レイ に 現在 の 設定 が 表示 され ます 。 


初期 設定 は [TP-0FF] で す 。 ロ 避 リ た た 
ダイ ヤル を 回 す と 以下 の よう に 表示 が 変 二 和 
わり 、 設定 が 変更 され ます 。 ワー 三 
[TP] の 横 に 表示 され た 数 値 が 、 現 在 の TOT ペ ナル 記 十 時 間 秒 の 場合 
ティ 時 間 で す 。 
最長 15sec ま で 設定 可能 で す 。 

TOP-OFF 一 TP-1 一 ーー ニー ーー TP-4 ーー テーーー・ーーーー TP-15 


オー トバ ワー オフ (APO) 


PWR キー (電源 スイ ッ チ ) の 切り 忘れ を 防ぐ 機能 で す 。APO が 設定 され て いる 時 、 無 操作 の 
状態 が 約 30 分 間 続 く と 、 ビ ー ブ 音 が 噂 り 、 自 動 的 に 無線 機 の 電源 が 切れ ます 。 


ディ スプ レイ に 現在 の 設定 が 表示 され ます 。 
初期 設定 は [APO-OFF] で す 。 4 り 月 6 『 』 た た 


ダイ ヤル を 回 す と 右 の よう に 表示 が 変わ MO9 RONー] 
り 、 設 定 が 変更 され ます 。 


4 だ りー 
設定 ON の 場合 


B. セッ トモ ー ド 


G-3- フ トー ンコ ー ル 


6-9-8 


6-3-9 


トー ンコ ー ル 周波 数 を 、1750Hz、2100Hz、 
100QHz、1450Hz に 変更 で きま す 。 


ディ スプ レイ に 現在 の 設定 が 表示 され ます 。 
初期 設定 は [TB-1 750] で す 。 万 


TB-1750 一 一 テ 人 
TB-1450 ーー TB-1000 


ー ゴ 
ここ | 
1 
ee 
LT 
応 


ダイ ヤル を 回 す と 右 の よう に 表示 が 変わ 
り 、 設 定 が 変更 され ます 。 


「 # 


ビジ ー チ ャ ン ネ ル ロ ッ クア ウト (BCLO) 


受信 状態 に 応じ て 送信 を 制限 する 機能 で す 。 
・ ビ ジー チャ ン ネ ル ロ ッ クア ウト が 設定 され て いる と 、 次 の 場合 の み 送 信 が 可能 で す 。 そ れ 以 
外 の 条件 で は 送信 する こと が で きま せん 。 
1. 信号 が 入 感じ て いな い 場 合 ([BUSY] が 消灯 し て いる 状態 ) 。 
ら , トー ンス ケル チ 設 定 状態 で トー ン が 一 致し て スケ ル チ が 開い た 場合 。 
3. DCS 設 定 状態 で コー ド が 一 致し て スケ ル チ が 開い た 場合 。 
・ 送信 が 禁止 され て いる 状態 で PTT キ ー を ON する と ビー ブ 斉 が 噂 り ま す 。 こ の 場合 、 直 波 は 
送信 され ませ ん 。 


ディ スプ レイ に 現在 の 設定 が 表示 され ます 。 記 
初期 設定 は [BCLO-OF] で す 。 前 月 - 衣 た 


ダイ ヤル を 回 す と 右 の よう に 表示 が 変わ BCLO-OF 一 -BCLO-ON 


ee 
り 、 設 定 が 変更 され ます 。 
"ナリ An 


設定 ON の 場合 
盗難 敬 報 (アラ ー ム ) 


盗難 警報 の 詳細 に つい て は P.42 を 参照 し て くだ さい 。 


ディ スプ レイ に 現在 の 設定 が 表示 され ます 。 eg 
初期 設定 は [SCR-OFF] で す 。 TA ア 2 / た た 


ダイ ヤル を 回 す と 右 の よう に 表示 が 変わ SCR-OFF SCR-ON 
り 、 設 定 が 変更 され ます 。 ee | 


盗難 緒 報 機能 が 設定 され る と 100MHz と 100kKHz 
の デシ マル ポイ ント が 京 灯 し ます 。 リリ C 万 
ょ すす まげ 


J1 


B. セッ トモ ー ド 


づら 


B-3-10 チャ ン ネ ルネ ー ム (アル ファ ー ニ ュー メリ ッ ク ) 


-3- 1 1 


メモ リー モー ド で 周波 数 表示 の 代わ り に 任意 の 文字 、 符 号 を 表示 する こと が で きま す 。 
文字 の 種類 は AZ、0-B な どの 67 竹 類 で す 。 


チャ ン ネ ルネ ー ム 表示 に 設定 し て いて も 、FUNC キ ー を 押す と 5 秒 商 だ け 周波 数 を 表示 で き 
ます 。 途 中 で 何 か の キー が 押さ れる と 、 チ ャ ン ネ ルネ ー ム 表示 に 戻り ます 。 
た だ し 、FUNC 機 能 に 割り 当て られ た キー を 操作 する と 、 そ の 設定 モー ド に な り ま す 。 


メモ リー モー ド で 、 設定 し た い メ モリ チャ 
ン ネ ル を 呼び 出し ます 。 

メモ リー され た チャ ン ネ ル : [M] が 点灯 し て いま す 。 
未 登録 の チャ ン ネル : [M] が 点滅 し て いま す 。 


チャ ン ネ ルネ ー ム は 、 メ モリ ー さ れ た チャ ン ネ ル に の み 設 定 可能 で す 。 
参考 未 但 録 の バ X モ リー チャ ン ネ ル に は 設定 で きま せん 。 


FUNC キ ー を 2 秒 以上 押し 、 セ ッ ト モ ー 
ド に し ます 。 
中 、[M]、 メモ リー チャ ン ネ ル 、 メ ニュ ー が 表示 され ます 。 


SQL (UP) キー また は DOWN キ ー で [A] ペア 
( 点 江 表示 ) を 選択 し ます 。 34、 


ババ 
ダイ ヤル を 回 し て 入力 文字 を 選択 し 、 2 
V/M キ ー を 押し ます 。 リリー 
入力 文字 が 点灯 に 変わ り 確定 し ます 。 の 


確定 し た 文字 と 同一 文字 が 、 一 つ 右側 で 点滅 し 入力 
待ち と な り ま す の で 、 順 次 入力 し て くだ さい 。 

・ 7 杵 まで 設定 で きま す 。 

項 考 。 ・ 入 力 中 に CALL キ ー を 押す と 、 入 力 文字 が 全 消去 され ます 。 


設定 を 完了 する と き は 、 PTT、 FUNC、 MHz、 


TS/DCS キ ー の いずれ か が を 押し ます 。 
通常 表示 状態 に 戻り ます 。 


ディ マー 


夜間 な ど 周囲 が 暗い と き 、 デ ィ ス プレ イ の 照明 を 暗く し て 表示 を 見 や すく ぐし ます 。 
[LAMP-H] で 明る く 、[LAMP-L] で 暗く な り ま す 。 


デ ィ ス プレ イ に 現在 の 設定 が 表示 され ます 。 


ダイ ヤル を 回 す と 右 の よう に 表示 が 変わ 3 生 
り 、 設 定 が 変更 され ます 。 は 


フ . 便利 な 機能 
フ -1 スキ ャ ン 機 能 


自動 的 に 周波 数 を 変え 、 受 信 し た い 信 号 を 探し 出す 機能 で す 。 
スキ ャ ン は 受信 で きる 信号 が 見 つか る と 一 時 停止 し ます 。 そ の 後 、 設 定 さ れ て いる 条件 に 従っ て スキ ャ ン を 
再開 し ます 。 


田 ス キャ ン 有 再開 抄 件 


タイ マー スキ ャ ン : 
スキ ャ ン 停 上 後 、 受 信 信 号 が あっ て も 5 秒 経過 する と 次 の チャ ン ネ ル に 移り ます 。 
ビジ ー ス キャ ン : 
スキ ャ ン 停 止 後 、 受 信 信 号 が な く な れ ば 次 の チャ ン ネル に 移り ます 。 
[ご ] トー ンス ケル チ /DCS が 設定 され て いる 場合 、 信 号 を 受信 し て スキ ャ ン を 停止 
参考 。 し た 後 、 ト ー ン 周波 数 /DGS コ ー ド が 一 致し た と きだ け ス ケル チ が 開 さ ます 。 


田 ス キャ ン 方 向 の 変更 


スキ ャ ン 中 に 次 の 操作 を 行う と 、 ス キャ ン 方 向 が 変更 され ます 。 
・ 周 波数 を 下 か ら 上 に 向かっ て スキ ャ ン す る ・ 
ダイ ヤル を 時 計 方 向 へ 回 す / マ イク ロホ ン の UP キー を 押す 。 
・ 周 波数 を 上 か ら 下 に 向かっ て スキ ャ ン す る : 
ダイ ヤル を 反 時 計 方 向 へ 回 す / マ イク ロホ ン の DOWN キ ー を 押す 。 


フ -1-1 VFO スキ ャ ン 
全 受 信 周 波数 範囲 を スキ ャ ン し ます 。 
7。 V/M キ ー を 押し 、VFO モ ー ド に し ます 。 


2. UP/DOWN キ ー を 1 秒 以 上 2 秒 以内 の 問 
押す か 、 ま た は MHz キー を 1 秘 以上 押し 
続け る と スキ ャ ン を 開始 し ます 。 


スキ ャ ン が スタ ー ト する と 、 周 波数 表示 部 の 1MHZ 
トー ナコ ゃ い 選 』 局 f ガ 「 ア 」 
デシ マル ポイ ント が 点滅 し ます / り s ロ 7 


づ . スキ ャ ン を 解除 する に は 、 い ずれ か の キー 
(UP/DOWN キ ー 以 外 ) を 押し ます 。 
・ UP/DOWN キ ー を 2 秒 以上 押し 続け る と 、 オ ー ト リピ ビー ト に な り ま す 。 
参考 


・ プ ログ ラム スキ ャ ン メ モリ ー (PL/PHI) に 周波 数 を 設定 し た 場合 は 、 プ ログ 
ラム スキ ャ ン と な り ま す 。 
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7. 便利 な 機能 


プ - 1 - ら 


プ - 1-9 
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メモ リー スズ キャン 
メモ リー され て いる チャ ン ネ ル の み を スキ ャ ン し ます 。 
V/M キ ー を 押し メモ リー モー ド に し ます 。 


UP/DOWN キ ー を 1 秒 以 上 2 秒 以 内 の 間 
押す か 、 ま た は MHz キー を 1 秒 以 上 押し 
続け る と 、 ス キャ ン を 開始 し ます 。 


スキ ャ ン を 解除 する に は 、 い ずれ か の キー 
(UP/DOWN 以 外 ) を 押し ます 。 


ヒレ ーー 


アマ チュ ア 無 線 バ ンド 以外 の 周波 数 を メモ リー し て いる 場合 、 受 信 周 波数 範囲 


参考 が 拡張 (P.25 参 照 ) され て いな く て も メモ リー スキ ャ ン の 対象 に な り ま す 。 


スキ ッ プ チャ ン ネ ル 設 定 


スキ ッ プ チャ ン ネ ル に 設定 され た メモ リー チャ ン ネ 
ル は 、 メ モリ ー ス キャ ン 時 に スキ ャ ン の 対象 か ら 外 
され ます 。 


メモ リー モー ド で 、 ス キッ プチ ャ ン ネ ル 
に 設定 する メモ リー チャ ン ネ ル を 呼び 出 
し ます 。 


FUNC キ ー を 押し た 後 、[F] 点 灯 中 に 


V/M キ ー を 押 し ま す 9 

この 時 点 で スキ ッ プ チャ ン ネ ル に 設定 され ます 。 
スキ ッ プ チャ ン ネ ル が 設定 され た メモ リ チ ャ ン ネル 
は 10MHz デ シマ ルポ イント が 点灯 し ます 。 


スキ ッ プ チャ ン ネ ル を 解除 する に は 、 再 
度 手順 1、 ら を 行い ます 。 


CALL、PL、PH、89 チ ャ ン ネ ル は スキ ッ プ 専用 チャ ン ネ ル で 、 こ の 設定 を 
と 


注意 全 欠 する こと は で きま せん 。 


7. 便利 な 機能 


プ -1-4 プロ グラ ム ス キ ャ ン 


プ - 1 -5 


スキ ャ ン の 下限 周波 数 (PL) と 上 限 周波 数 (PH) を プロ グラ ム ス キ ャ ン メ モリ ー に 登録 す 
る と 、 そ の 範囲 内 で スキ ャ ン し ます 。 ス キャ ン 動 人 範囲 は 右 の よう に な り ま す 。 
スキ ャ ン 開 始 周波 数 に より L…PL、PL 一 PH、PH-ー 


H の 3 種類 で スキ ャ ン し ます 。 バン 0 
メモ リー モー ド で 、 プ ログ ラム スキ ャ ン メ モ 上 
リー (PL/PH) に 周波 数 範囲 を 設定 し ます 。 PL 
メモ リー チャ ン ネ ル 登 録 と 同様 の 操作 で 設定 し て く | 
だ さい (P. ら 2 参照 ) 。 バン ド エ ッ ジ L 


VFO0 モ ー ド で 、 ス キャ ン し た い 範 囲 内 に 
スキ ャ ン 開 始 周波 数 を 設定 し ます 。 


MHz キー を 1 秒 以上 押し 続け る と スキ ャ 


ン を 開始 し ます 。 
スキ ャ ン 中 は [P] が 点 減 家 示し ます 。 NZ 
A 


スキ ャ ン を 解除 する に は 、 い ずれ か の キー 
(UP/DOWIN 以 外 ) を 押し ます 。 


プロ グラ ム ス キ ャ ン メ モリ ー (PL/PH) に アマ チュ ア 無 線 バ ンド 以外 の 周波 数 を 設定 し て いる 場 
人 合 、 受信 周波 数 科 が 拡張 (PP5 参 照 ) され て いる と きのみ プロ グラ ム ス キ ャ ン が 動作 し ます 。 


トー ンス キャ ン 


受信 し て いる トーン 信号 (トー ンス ケル チ 信 号 ) か ら ト ー ン 周波 数 を 探し 出す 機能 で す 。 


TS/DCS キ ー を 押し 、 ト ー ン デコ ー ダ ー meg 
周波 数 設定 状態 に し ます 。 本 


ディ スプ レイ の [TSQ] が 点灯 し ます 。 


UP/DOWN キ ー を 1 秒 以 上 ら 秒 以内 の 間 _ sm 
押す と 、 ス キャ ン を 開始 し ます 。 は 
トー ン 周 波数 8 波 (P.38 参 照 ) を 順に スキ ャ ン し 々 い 

ます 。 ス キャ ン 中 は デジ マル ポイ ント が 点 滅 し ます 。 

デコ ー ド 周波 数 が 一 致す れ ば 、 ス キャ ン を 停止 し 受 


信 し ます 。 


この スキ ャ ン を 再 関 する と き は 、 改 め て ダイ ヤル 操作 、 ま た は UP/DOWN 
に キー を 押し て くだ さい 。 


スキ ャ ン を 止め る に は 、 い ずれ か の キー (UP/DOWN 以 外 ) を 押し ます 。 


スキ ャ ン を 解除 する に は 、 ス キャ ン 停 止 後 い ずれ か の キー (UP/DOWN 
以外 ) を 押し ます 。 
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7. 便利 な 機能 


< ーー ーー 一 ーーーーーーーーーーーーーーーー 一 
7-1-6 DCS ス キャ ン 


7. 


受信 し て いる DOS 信 号 か ら DCS コ ー ド を 探し 出す 機能 で す 。 


TS/DCS キ ー を 押し DCS 設 定 状態 に し pos 


[DCS1 が 点灯 し ます 。 


UP/DOWN キ ー を 1 秒 以上 2 秒 以 内 押す 


と スキ ャ ン を 開始 し ます 。 

DCS コ ー ド 104 種 類 (P.38 参 照 ) を スキ ャ ン し DoS 
ます 。 ス キャ ン 中 は 右 の よう に デシ マル ポイ ント が sy ピ ゴ 
点 渡し 、DCS コ ー ド が 一 致す れ ば スキ ャ ン な 停止 ーー 
し 受信 し ます 。 


この スキ ャ ン を 再開 する と き は 、 改 め て ダイ ヤル 操作 、 ま た は UP/DOWN 
キー を 押し て くだ さい 。 


ご 注意 
スキ ャ ン を 止め る に は 、 い ずれ か が の キー (UP/DOWN 以 外 ) を 押し ます 。 


スキ ャ ン を 解除 する に は 、 ス キャ ン 停 止 後 いずれ か の キー (UP/DOWN 以 
外 ) を 押し ます 。 


フ - ら キー ロッ ク 


誤っ て 本 体 キ ー や ダイ ヤル を 操作 し て も 、 動 作 し な いよ うに する 機能 で す 。 


MP 


ど 有 


FUNC キ ー を 押し 、[F] 点 灯 中 に TS / 
DCS キ ー を 押し ます 。 os 
[Orm] が 点灯 し ます 。 


解除 する と まき は 、 再 度 FUNC キ ー を 押 
し た 後 TS/DCS キー を 押し ます 。 


で さと キー ロッ ク 状 態 で は 、 本 体 の キー ロッ ク 解 除 以外 の キー お よび ダイ ヤル 操作 が : 
で き な く な り ま す 。 

・ モ ニタ ー 操 作 や スケ ル チ の 設定 は 可能 で す 。 

参 状 ・ マ イク ロホ ン の PTT、UP/DOWN キ ー は 操作 可能 で す 。 


7-3 トー ンコ ー ル 機能 


送信 電波 に トーン 信号 を 付加 し て 、 相 手 を 呼び 出す 機能 で す 。 


PTT キ ー を 押し な が ら DOWN キ ー を 押し て いる 間 、 ト ー ン 信号 が 送信 され ます 。 
トー ン 周 波数 は 初期 値 1 750 Hz で す が 、 セ ッ ト モ ー ド で 変更 可能 で す (P.31 参 照 ) 。 
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フ -4 ナロー バン ドモ ー ド 


将来 、 チ ャ ン ネ ルス テッ プ が 変更 に な っ た 場合 に 対応 する 機能 で す 。 
ナロー モー ド に する と 送信 の 変調 度 が 約 1/@ に な り ま す 。 受信 音量 レベ ル は 大 きく な り ま す 。 


7-5 


7. 


2. 


FUNC キ ー を 押し な が ら 、MHz キ ー を Nar 
押し ます 。 7 リリ に ビ ガ 廊 廊 
ディ スプ レイ に [Nar] が 点灯 し ナロー モー ド に な り ま す 。 8 っ ここ 


再度 同じ 操作 で 通常 の モー ド に 戻り ます 。 


レ ビ ピー レノ ーー 機能 (DR-420DX/HX の み の 機 能 ) 


レビ ー タ ー は 中 継 局 の こと で 、430MHz 淀 の 場合 、 日 本 全国 に 設置 され て いま す 。 こ の レビ ー タ ー を 
使用 する と 、 モ ー ビ ル 機 、 ハ ン デ ィ ー 機 な ど で も 遠く の 局 と 交信 する こと が で きま す 。 レ ピー ター の 受 
信 は 439.00MHz 以 上 の 周波 数 で 20kHz セ パレ ー ト で 受信 し て くだ さい 。 そ の 地域 の ウレ ビー ター が 使 
用 され て いれ ば 受信 で きま す (設置 場所 や 周波 数 な ど は レビ ピーター マッ プ な ど を ご 参照 くだ さい ) 。 送 
信 は マイ ナス 5MHz の 周波 数 で ( 例 : 439.76MHz で 受信 で きた レビ ピー ター な ら ば 434.7BMHz で 送 
信 す る ) 88.5Hz の トー ン を 伴っ た 本 波 を 発 妹 する こと で 、 時 波 を 遠く まで 飛ば す よ うに 中 継 し ます 。 
な お 、 レ ビー ター は 原則 的 に 日 本 全国 どこ で も 同じ 操作 に より 使用 で き 、 ア マチ ュ ア 無線 局 で あれ ば 誰 
で も 使用 する こと が で きま す 。 下記 の キー 操作 に より 本 機 で レビ ー タ ー を 使用 で きる よう に な り ま す 。 


DR-420 は TS/DCS キ ギー を 押し な が ら 需 源 0JN す る こと に より 、 そ の 後 TS/DCS キ ー を 使う 
こと で レビ ー タ ー 運 用 に 必要 な 設定 を 簡単 に 行う こと が で きま す 。 


VFO モ ー ド の レビ ー タ ー 周 波数 領域 mn 
(439.00-439.98BMHz) で TS/DCS ロゴ ロロ 日 娘 | 

キー を 押し ます 。 レビ ー タ ー 機 能 概 定 時 

レビ ー タ ー 運 用 時 の 設定 に な り ま す 。 


・ オ フ セ ッ ト 周 波数 [5MHz] 販 イガ 
・ ト ー ン 概 定 [エン コー ダー] ゴゴ ゴ ロ 6 
・ ト ー ン 周波 数 [BB.5Hz] 送信 時 


トコ VFO モ ー ド の レビ ー タ ー 周 波数 領域 (439.00-439.88MHz) 以外 で も 
還 TS/DSC キ ー を 押す と 、 上 記 の 設定 に な り ま す 。 


再び TS/DCS キ ー を 押す と 、 レ ビー ター 
モー ド は 解除 さ れ ま す 。 

な お 、 メ モリ ー モ ー ド や 、 コ ー ル モー ド で TS/DCS キ ー 
を 押し て も 、 レ ビー ター セッ ト 機 能 は 動作 し ませ ん 。 
再度 TS/DCS キ ー を 押し な が ら 電 源 U0N す る こと に より 、 
TS/CS キ ー に 戻り ます 。 


に 少数 で す が 、88.5Hz 外 の トー ン 、 プ ラス シフ ト の レビ ピー ター も 存在 し ます 。 


づ ノ 


8. 選択 交信 機能 


選択 交信 機能 に は トー ンス ケル チ (CTCSS) と DCS が あり ます 。 

特定 の 局 と 交信 し た い 時 に 、 音 声 信号 に トー ン 信号 (OCS コー ド ) を 付加 し て 送信 し 、 自 局 と 相手 局 で トー ン 信 
号 (DCS コ ー ド ) が 一 致し た と きのみ 、 ス ケル チ が 開き 受信 で きる 機能 で す 。 トー ン や コー ド が 同じ な ら 他 社 製 
の 無線 機 と も この 機能 を 使っ て 交信 で きま す 。 


トー ンス ケル チ (CTCSS) と DCS を 同時 に 併用 する こと は で きま せん 。 


8-1 トー ンス ケル チ (CTCSS) 機能 


】。 TS/DCS キ ー を 押し 、 運 用 し た い モ ー ド 
を 選択 し ます 。 


TS/DCS キ ー を 押す ご と に 右 の よう に モー ド が 切 T -。T/SQ -。 DCS 
り 替 わり ます 。 ト ー ン 周波 数 は [T] ま た は [TSQ] の Ba5 885 0Oe23 
どちら か がら で も 設定 で きま す 。 通常 周波 数 表示 
[表示 : エン コー ダー の み の 設 定 で す 。 

レビ ピー ター の アク セス な ど に 使い 

ます 。 


[TSQ] 表 示  : エン コー ダー/ デ コー ダー 両方 を 
勤 作 させ ます 。 ト ー ン スケ ル チ が 
か か り ま す 。 
[T].[TSQ1 表 示 の どちら の 状態 で も トー ン 周 波数 を 変更 する と エン コー ダー 
参考 デコーダー 周波 数 は 自動 的 に 同じ 周波 数 に 設定 され ます 。 


2. トー ン 周 波数 を 変更 する と き は 、 ダ イヤ 
ル ま た は UP/DOWN キ ー で 選択 し ます 。 
使用 する トー ン 周 波数 は エン コー ダー/ デ コー ダー 
と も に 、 下 記 の 38 個 の 標準 トーン か ら 選 択 する こ 
と が で きま す 。 


8 ど . ら 
107.8 
141.3 


186.8 
50.3 


3. 設定 を 完了 する に は 、 本 体 キ ー (TS / 
DCS キ ー 以 外 ) を 押し ます 。 
[ 利 、[TSQ1 表 示 状態 に 戻り ます 。 | 重い DP 


ガ . トー ンス ケル チ を 解除 する に は 、 oo 
TS/DCS キ ー を 押し て [T1、[TSQ] を 消 


灯 さ せま す 。 
通常 周波 数 表示 に 戻り ます 。 
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8- ら 2 DCGS 機 能 


7. 


TS/DCS キ ー を 押し [DC8] 表 示 に し ます 。 

TS/DCS キ ー を 押す ご と に 右 の よう に モー ド が 切 T -、「78Q DCS 
り 替 わり ます 。 | 88.5 88.5 083 
[DCS] 表 示 : DCS エ ンコ ー ダ ー/ デ コー ダー 機能 の 通常 周波 数 表示 

設定 。 


DCS コ ー ド を 変更 する と き は 、 ダ イヤ ル 
また は UP/DOWN キ ー で 選択 し ます 。 
DCS コ ー ド は エン コー ダー/ デ コー ダー と も 、 同 一 
コー ド が 設定 され ます 。 DCS コ ー ド は 以下 の 104 
種類 が 設定 で きま す 。 


設定 を 完了 する に は 、 本 体 キ ー (TS / 


ロ CS / CALL 以 外 ) を 押し ます 。 
[DCS] お よび 通常 表示 状態 に 戻り ます 。 


DCS 機 能 を 解除 する に は 、TS/DCS キ ー 


を 押し て [DCS] 表 示 を 消灯 させ ます 。 
通常 表示 状態 に 戻り ます 。 


・【DCS の DET 動 作 変更 ] 
参考 ” DOS 設 定時 、 送 信 側 の 変調 度 に よっ て は 誤っ て スケ ル チ が 閉じ て し まう こ 
が あり ます 。 そ の 場合 は DS 設定 時 、DCS コ ー ド を 表示 し CALL キ ー を 押し 
て 10MHz の デシ マル ポイ ント を 点灯 させ 、DCS を 設定 完了 し て くだ さい 
(この 設定 は メモ リー に も 登録 され ます ) 。 [ 
・ 動 作 後 の 雑 音 を 軽減 させ る た め に 、 ス ケル チ の 設定 も 併用 され る こと を 強く 
お すす めし ます 。 
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8. 選択 交信 機能 


8-3 オー ト ダ イア ラー 機能 


登録 され た DTMF コ ー ド 列 を 送出 する 機能 で す 。 オ ー ト ダイ アラ ー メ モリ ー が 登録 され て な い 場 合 は 、 オ ー 
ト ダ イア ラー 機能 は 働き まま せん 。 


】. オー ト ダ イア ラー 送出 チャ ン ネ ル の 選択 
を し ます 。 ma すす リガ リガ 廊 訪 廊 


ELI2 訂 44774 
FUNC キ ー を 押し な が ら TS/DCS キ ー を 押し 、 ダ 2 に 生 昌 ER(80 
イア ラー 登録 モー ド に し た あと 、UP/DOWN キ ー 
で チャ ン ネ ル を 選択 し ます 。 


2. 送信 状態 で UP キー を 押し ます 。 
選択 され た チャ ン ネ ル に 対応 し た ダイ アラ ー メ モ 
リー (最大 16 桁 ) が 自動 送信 され ます 。 
同時 に 、 ス ピー カカ か ら も モニ ター 音 が 出力 され ます 。 


8-3-1 オー ト ダ イア ラー メモ リー の 登録 


オー ト ダ イア ラー で 送出 する DTMF コ ー ド を 、 メ モリ ー に 登録 し ます 。 


了 .。 FUNC キ ー を 押し な が ら TS/DCS キ ー を 


M 』 
押し ます 。 」 の 


アラ ー 登 ー ド に な り 、[O に 家 示 し 
レ ラー 登録 モー ド に な り 、[O] を 右側 に 家 示 ダイ アラ ー 合 録 モー ド 


同時 に 1 9CH の メモ リー チャ ン ネ ル を 表示 し 、 
コー ド 入 力 待ち と な り ま す 。 


2. UP/DOWN キ ー で チャ ン ネ ル を 選択 し 
ます 。 


3.。 ダイ ヤル を 回 し 、 コ ー ド 1 桁 目 の 「0」 


オガ. TS/DCS キ ー を 押し 、 確 定 し ます 。 
コー ド 1 桁 目 が 2 桁 目 に 移動 し て 、 次 コー ド の 入 廊 
力 待ち に な り ま す 。 ォ ル / 
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8. 選択 交信 機能 


う . ダイ ヤル で 順次 入力 し て いき ます 。 
・ ポ ー ズ は [-] で 表示 され ます 。 
・7 桁 を 超え る と 左側 へ スク ロー ル し て いき ます 。 
・FUNC キ ー を 押し た 後 、〔F] 点 灯 中 に ダイ ヤル を 
回 す と 、 入 力 さ れ て いる コー ド の 範囲 内 で 表示 が 
スク ロー ル し ます 。 
・DTMF コ ー ド は 16 種 コー ド と ポー ズ (09 
ABCDU#*ー) で 最大 16 析 と し ます 。 


ビー CALL キ ー を 押す と 入力 中 の コー ド が 消去 され ます 。 


の . 登録 を 完了 する と き は 、PTT、V/M、 


MHz、SQL キ ー の いずれ か を 押し ます 。 
通常 表示 状態 に 戻り ます 。 


ー ナ 7 と = に ヽ 事 / 三 
8-4 デジ タル 音声 通信 機能 
オプ ショ ン の デジ タル ユニ ッ ト を 装着 する と 、 デ ジタル 音声 (F1E) で 通信 する こと が で きま す 。 
7.。 デジ タル ユニ ッ ト を 本 体 の コネ クタ CN105 


に 装着 し ます 。 

2. FUNC キ ー 押 し 後 、 IF] 点灯 中 に SQL の の PT 
キー を 押し ます 。 277 の 7 の 77 
ディ スプ レイ に [ TUL ] 表 示 が 、 同 波数 表示 が コー ング 
ド 表 示 に な り ま す 。 

づ 。 FUNC キ ー か が PTT キ ー を 押す と 確定 し デ PT 
ジタル 通信 モー ド に な り ま す 。 りら り 廊 


SQL キ ー を 押す と 通常 モー ド に 戻り ます 。 


2. デジ タル 通信 モー ド の 解除 は コー ド 設 定 
状態 か ら SQL キ ー を 押し ます 。 


・ 設 定 中 に コー ド 表 示 が で て ダイ ヤル を 回 せ ば 番号 が 替わり ます が EJ-47U で 
へ は 関係 あり ませ ん 。 
・EJ-47U を 装着 する と 本 機 は 技術 基準 適合 証明 機 の 「 一 部 改造 」 扱い と な 
り 、TSS の 保証 計 定 を 受け る 必要 が あり ます 。 
申請 の 方 法 と 手順 は P.55 を ご 参照 くだ さい 。 
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9. 特殊 機能 
9-1 盗難 警報 (アラ ー ム ) 機能 


本 機 が 盗難 され か か っ た と き 、 ス ピー カ か ら 敬 告 音 を 発生 する 機能 で す 。 
離れ た 場所 や 自動 車 に 本 機 を 設置 する と き に ご 利用 くだ さい 。 


DC 器 源 コー ド 


アラ ー ム 用 
配線 ケー ブル A 


自動 車 の ハン ドル な ど 


アラ ー ム 用 
配線 ケー ブル B 


9-1-1 接続 と 設定 方 法 


ペペ と (電源 ケー ブル は 、 必 ず 車 の バッ テリ ー に 接 接続 し て くだ さい (本 機 の 電源 
へ ケー ブル に は 常時 電源 が か か っ て いる こと ) 。 
』。 DATA 端 子 ジ ャ ッ ク に 、 付 属 の アラ ー ム 

用 配線 ケー ブル BB を 差し 込み ます 。 

アラ ー ム 用 配線 ケー ブル A は 、 上 図 の よう に 必ず ハハ 

ンド ル な ど に 固定 し て お いて くだ さい 、。 


2. アラ ー ム 用 配線 ケー ブル A と BB を 接続 し 
ます 。 TX 表示 ラン プ 


9. セッ トモ ー ド で 警報 機能 を [SCR-ON] に 
設定 し 、 電 源 を DFF し ます 。 
区 報 設定 が ON に な り 、 デ ィ ス プレ イ が 消え て TX 表 


示 ラ ンプ が 点灯 し ます 。 ハン 
[SCR-0N] に 設定 する と 、 通 常 周波 数 表示 時 に は 

100MHz と 100kHz の デシ マル ポイ ント が 点灯 し 
ます 。 セ ッ ト モ ー ド で の 設定 方 法 は P.3 1 を 参照 し # G 婦 オリ 」 

て くだ さい 。 


こり 点灯 


4, 解除 する と き は 、 セ ッ ト モ ー ド で 薔 報 機 
能 を [SCR-0F] に し ます 。 


・ 必 ず ア ラー ム 用 ケー ブル を 接続 し 終わ っ て か ら 電 源 を DFF に し て くだ さ 
い 。 電 源 OFF 後 に 込 むと 、 ア ラー ム が 作動 する こと が あり ます 。 

・ ア ラー ム は 電源 を OFF し な いと 設定 され ませ ん 。 

・[SCR-ON] ま た は [SCR-DLY] 設 定時 は 、 イ グ ニ ッ ショ ン キ ー に よる 電 . 
源 ON/OFF 機 能 は 働き ませ ん 。 


ご 注意 


4 ら 


9. 特殊 機能 


8-1- ら アラ ー ム 動作 
ケー ブル を 抜く か が リー ド 線 が カッ ト さ れる と アラ ー ム 音 が 鳴り 出し ます 。 
アラ ー ム は 10 分 間 連 続 し て 動作 し ます 。 
アラ ー ム 作動 中 は CH ヨ BB (アラ ー ム チャ ン ネ ル ) の 設定 に 従っ て 受信 も し て いま す 。 
田 ア ラー ム 作 動 中 の 甘 報 解除 方 法 
7. 解除 する と き は 、SQL キ ー を 押し な が ら 電 源 を 入れ ます 。 
2. 再度 電源 を OFF に する と 、 改 め て 薔 報 が オン に 設定 され ます 。 


アラ ー ム 作動 中 に 本 機 が 電波 を 受信 し て スケ ル チ が 開け ば 、 区 報 を 解除 し 受信 状態 に な り ま す 。 
受信 は TSQ、DCS 設 定 も 有効 で す 。 


9-1-3 アラ ー ム 動作 開始 時 間 の 設定 


機能 の 設定 や 動作 に 待ち お 時間 を 持た せ た い と きき に 使用 し ます 。 


7。 セッ トモ ー ド で 衝 報 機能 を [SCR-DLY] 


に 設定 し ます 。 
セッ トモ ー ド で の 設定 方 法 は P.3 1 を 参照 し て くだ 
さい 。 TX 表示 ラン プ 


2. 本体 の 電源 を OFF し ます 。 
ディ スプ レイ の 表示 が 消え 、20 秒 経過 後 TX 表示 ラ 
ンプ が 点灯 し ます 。 同 時 に 照明 が 消え 、 故 報 が 設定 
され ます (TX 表示 ラン プ 点 灯 前 に プラ グ な ど が 抜 
か れ て も アラ ー ム 斉 は 鳴り ませ ん ) 。 


凌 報 設定 中 に ブラ グ な ど が 抜か れ た 場合 も 、 設置 
後 G0 秒 経 骨 し て か ら ア ラー ム 音 が 鳩 り 始め ます 。 
その 2 ロ 秒 間 に 電 源 を ON する と 、 ア ラー ム 動 作 は 
解除 され ます 。 
な 通常 運用 時 は 、 必 ず ア ラー ム 設定 を 解除 (SCR-JFF) に し て お いて くだ さ 
い 。 
盗難 警報 装置 が 付い て いる こと を 示す ステ ッ カ ー が 付属 し て いま す の で 、 ご 利 
参 革 用 くだ さい 。 
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9. 特殊 機能 


9- ら クロ ー ン 機能 


クロ ー ン 機能 と は 、 2 台 の 無線 機 を ケー ブル で 接続 し 、 1 台 に 設定 し て いる 情報 (メモ リー デー 夕 を 含む ) 
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を も う 1 台 (受け 側 ) の 無線 幾 に 転送 し て コピ ー す る 機能 で す 。 


還 接 続 方 法 


3.5 ゅ ステ レオ プラ グ 


プラ グ 加 工 図 (送り 側 / 受 け 側 両方 ) 


DATA 
GND や ZRX 


ケー ブル の 接続 は 、 必 ず 本 体 の 電 湖 を OFF に し た 状態 で 行っ て くだ さい 。 


#。 ら 台 の 無線 機 の DATA 敵 子 を 市 販 の 3.5 ゅ 
ステ レオ ミニ プラ グ コ ー ド で 接続 し ます 。 


2. 送り 側 と 受け 側 の 電源 を ON し ます 。 


量 デ ー タ を 受け 取る 側 の 操作 


了 。 FUNC キ ー を 押し な が ら 、CALL キ ー を 
押し ます 。 
[CLONE] が 表示 され 、 ク ロー ソン モード と な り ま す 。 


2. 受信 し ます 。 
送信 側 か ら デ ー タ が 送ら れ て くる と 、 デ ィ ス プレ イ 
に [LD *** ネ ] が 表示 され ます 。 


転送 が 完了 し た ら 、[PASS] が 表示 され ます 。 


デー タ が 正確 に 転送 され な か っ た 場合 は ディ スプ レ 
イ に [PASS] は 表示 され ませ ん 。 


3. 解除 する に は 、 本 体 の 電源 を 切り ます 。 


4 うう 
転送 され た 場合 


画 デ 


。 


2. 


ー タ を 送る 側 の 操作 


FUNC キ ー を 押し な が ら CALL キ ー を 押 


し ます 。 
[CLONE] が 表示 され 、 ク ロー ン モ ー ド と な り ま す 。 


PTT キ ー を 押し ます (送信 ) 。 
[5 8 ] が 表示 され 、 内 部 の メモ リー チャ ン ネ ル 
デー タ を 相手 の 無線 幾 に 転送 し ます 。 


転送 が 完了 し た ら 、[PASS] が 表示 され ます 。 

デー タ が 正確 に 転送 べ れ な が っ た 場合 は ディ スプ レ 
イ に [PASS] は 表示 され ませ ん 。 

再度 手順 1 か ら や り 直 し て くだ さい 。 


電源 を 切る と 、 ク ロー ン モ ー ド は 解除 さ 
れ ま す 。 


9. 特殊 能 


転送 され た 場合 


クロ ー ン 中 は 、 絶 対 に ケー ブル を 抜か な いで くだ さい 。 
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. 特殊 機能 


9-3G バケ ッ ト 通 信 機 能 joR4soHxs 議 <) 


バケ ッ ト 通 信 と は パソ コン を 接続 し て キー ボー ド 操 作 に より 、 情 報 を 一 まとめ に し て 送る 高速 デー タ 通 信 シ 
ステ ム で す 。 ま た 、 デ ィ ジ ビー タ (中 継 局 ) を 利用 し て DX 局 ( 遠 距離 の 局 ) と の 交信 も 可能 で す 。 
通信 を する 場合 、 本 機 の ほか に パソ コン 、 オ プシ ョ ン の EJ-41U (TNC ユニ ッ ト ) また は 市 販 の TNO 機 器 が 
入 要 で す 。 詳 し い 操 作 は EJ-41U ま た は 市 販 の TNC 機器 の 解説 マニ ユア ル を ご 覧 くだ さい 。 ま た 、 パ ケッ ト 通 
信 機 能 ナビゲーション 通信 機能 を 運用 する に は F1D/F2D の 免許 が 必要 で す (P.55 を ご 参照 くだ さい ) 。 


-3-1 EJ-41U を 使用 する 場合 


EJ-41U を 使用 する と 1200 bps と 9600 bps の パソ コン 通信 が で きま す 。 切り 替え は パソ 
コン か ら コ マン ド で 行い ます 。 


一 EJ-4 1U の 取り 付け 
】. 本 機 喜 側 の カバ パー を 取り 外し ます 。 


2.。 DSUB-9 か ら の リー ド 線 W1 を CN 107 か ら 抜き 、VCO ケ ー ス に マジ ッ ク 
テー プ を 貼り 付け ます 。 


DSUB-9 


3. リー ド 線 W 1 を EJ-41U 基 板 の CN ] に 差し 込み 、EJ-41U の W2 を 本 体 
の CN107 に 差し 込み ます 。 0 


VCO ケ ー ス 


2. マジ ッ ク テ ー プ で VC0 ケ ー ス と EJ-41U を 固定 し ます 。 


う . 本 機 喜 側 の カバ ー を 取り 付け ます 。 
( 注 1) この と き 、W1 の リー ド 線 が 本 体 と ケー ス の 問 に は ざさ み 込 まれ な いよ うに 注意 し て く 
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9. 特殊 幾 能 


一 上 J-41U と バ ソ コン の 接続 


EJ-41U0 を パソ コン に 接続 し ます 。 
リア パネ ル の DSUB-8d コ ネ ク タ に バ ソ コン の シリ アル ポー ト を つなぎ ます 。 


RS-232C 
スト レー ト ケ ー ブ ル 


パソ コン 


DSUB- ヨ と パソ コン 間 は 、9 ビ ン の RS-823BC ス トレ ー ト ケー ブル (オス - メ 
ス ) を 使用 くだ さい 。 


ご 注意 


罰 バ ケッ トモ ー ド 設定 


了 。 FUNC キ ー を 押し た 後 、[F] 点 灯 中 に 


SQL キ ー を 押し ます 。 
ディ スプ レイ に [ JUL] が 点灯 する と パケ ッ ト モ ー ド 央 JIL 
に 入り ます 。 し 朋 廊 


2. ババ ソ コン の キー ボー ド か ら コ マン ド を 入 
力 し パケ ッ ト 通 信 を 開始 し ます 。 
・TNC の コマ ンド は パケ ッ ト 通 信 コ マン ド 一 覧 (.G4) を 参照 し て くだ さい 。 
参考 ・ パ ソコ ンタ ー ミ ナル と の 通信 条件 
バ ソ コン に て 以下 の 項目 を 設定 し て くだ さい 。 
- デ ー タ スピ ー ド (Transfer rate) : BOObps 


- デ ー タ 長 (Data !ength) : 8 bit 
パリ ティ ビッ ト (Parity bit) : Nan 
- ス トッ プ ビ ッ ト (Stop bit) : 1 bit 
- フ ロー 制御 (Flow cantral) : Xnn/Xoff 


・ パ ソコ ン か ら 設 定 し た 内 容 は TNC ユニ ッ ト を 取り 外し て も 記憶 し て いま す 。 
・ 本 TNC ユニ ッ ト は 市 販 の TNC の 全 機 能 よ 入っ て いま せん (一 部 機能 制限 な 
ど が あり ます ) 。 ・ 


3。 パ バケット モー ド を 終了 する と き は 、 再 度 


手順 ] を 行い ます 。 
[ JUL] が 消灯 し 、 通 常 表示 に 戻り ます 。 
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9. 特殊 機能 


9-3- 市 販 の TNC 機器 を 使用 する 場合 


リア バネ ル の コネ クタ D-SUBB に TNC を 接続 し ます 。 
D-SUB9 コ ネ ク タ 端 子 の 信号 は 以下 の 通り で す 。 


1.SQC スケ ル チ 信号 出力 スケ ル チ 開 時 ・ LOW (オー プン コレ クタ 出力 ) 


ら , 
G. 
4. パケ ッ ト 受 信 デ ー タ 出力 (1200 bps) : 出力 レベ ル 100 mV/600Q 
5. アー ス 接 地 
6. NC 
7. PTT 信号 入力 :LOW (Gnd)  :TX 
開 (オー プン )  : RX 
8. DC5.0V 出力 英子 : 最大 電流 50 mA 以下 


9. パケ ッ ト 送 信 デ ー タ 入力 (1200 bps) : 入 力 レベ ル 100 mV/B000 


古 TNC と の 接続 


1200 bps 
FM パケ ッ ト TNG 


eND T 飲 GUf pm 


@⑥ @⑤ 


1 人 
に oeoj PS 


1200 bps 


RS-232C 


PTT 入 力 


バ ソ コン 


田 1G00 bps バ ケッ ト 通 信 


DSUB9 の 4、5、7、8 を 接続 し こく だ さい 。 必 要 に 応じ て 1、8 も 接続 し こく だ さい 。 
通常 モー ド で 夢 用 で きま す 。 


・TNC ユ ニッ ト EJ-41U を 装着 し な いと き は 、D-SUB コ ネ ク タ に 直 接 バ ソ コ 
ン を 接続 し な いで くだ さい 。 本 機 が 正常 に 重 作 し な く な り ま す 。 

・ バ ケッ ト 通 信 は 送受 信 環 境 の 影響 を 受け や すく 、 通 信 エ ラー が 発生 し や すく 
な り ま す 。 

・ 最 適 デー タ 入 力 レベ ル (1800 bps=100 mVrms/GDDn) か ら 大 きく は 
ずれ た 場合 は 、S/N 悪 化 、 歪 み に よ り 正 常 な デー タ の 交換 が で き な く な り 
ます 。 

・ バ パケ ッ ト モ ー ド や ナビ 通信 モー ド 時 は 、 ト ー ン や DOS 設定 が 設定 され て い 
て も トー ン や コー ド は 出力 され ませ ん 。 
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- 人 4 ナビ ゲー ショ ン (ナビ ) 通信 機能 pa4soHxa 計 <) 


ナビ 通信 機能 と は 、 本 機 と 通信 機能 を 持っ た ナビ ゲー ショ ン を 組み 合わ せ て 、 位 置 情 報 め メッ セー ジ な ど が 
や り 取 り で きる シス テム で す 。 

この シス テム を 使う こと コ ンピュータ 画面 の 地図 上 で モー ビル 局 の 動き を 追尾 する こと が で きま す 。 

他 局 を 追尾 する に は 本 機 (無線 機 ) 、TNC (EJ-41U) 、 ナビ 通信 ソフ ト と 電子 地図 ソフ ト が 動作 し て いる 
パソ コン が 必要 で す 。 ま た 、 追尾 され る に は 本 機 と EJ-4 1]U と GPS レシ ー バ も 必要 で す 。 こ れ は 衛星 か ら の 
信号 を 受信 し て 位置 情報 を 知ら せ て くれ ます 。 


回 織 | 
還 立 


ご 注意 


・GPS と は Glabal Positioning System の こと で す 。 
・ 記 使用 に な る ナビ 通信 ソフ ト (GPS ソフ ト ) は 、 パ ソコ ン GP8 通 信 に 対応 し て いる フリ ー 
ウェ ア や シェ アー ウェ ア の ソフ ト を パソ コン 通信 や イン ター ネッ ト か が から ダウ ン ロ ー ド し て く 
だ さい 。 
必要 が あれ ば 、 ナ ビ 通 信 ソ フト と 電子 地図 ソフ ト を 結 点 アド オン ソフ ト な ども イン ス トー ル 
し て くだ さい 。 
・ 電 子 地図 ソフ ト は GPS ナビ ゲー ショ ン に 対応 し た ソフ ト を 使用 し て くだ さい 。 
・ イ ンタ ーネット の 検索 エン ジン で GPS に 関す る ソフ ト を 見 つけ る こと が で きま す 。 
ナビ 通信 で 使用 する GPS レシ ー バ は 、NMEA ま た は IPS の 方 式 の 合っ た 市 販 商 品 を お 選び く 
だ さい 。 

「 宮 方 式 
NMEA : NMEA-D183、4800bps/ パ リティ ビッ ト な し / デ ー タ 長 Bbit( ス トッ プ ビ ッ ト 1Dit 
IPS :B600bps/ バ リティ ビッ ト な し / デ ー タ 長 Bbit/ ス トッ プ ビ ッ ト 1Dit 


-4-1 接続 方 法 


E+41U の 取付 け と パソ コン と の 接続 は パケ ッ ト 通 信 の 項 を 参照 し て くだ さい 。 
GPS レシ ー バ の 接続 は フロ ント 部 の DATA 端 子 ジ ヴ ャ ッ ク に 3.5 ゅ の プラ グ を 接続 し ます 。 
3.5 ゃ ブラ グ の 端子 接続 加工 は 以下 の 通り で す 。 
GND (GPS レシ ー バ パー の GND) 
DATA 出 力 (GSPS レ シー バー の 出力 ) 


3.5 ゅ プラ グ 
填 B (4.5V) (GPS レシ ー バ ー の 吉 源 max 200mA) ( 注 }) 


GPS レシ ー バ ー DSUB-9 ビ ピン 


ノー ト 型 パソ コン 


( 注 1) パケ ッ ト モ ー ド (ナビ ) に 設定 する と 本 機 よ り 十 4.5V (max 200mA) の 電源 が 出 
力 さ れ ま す 。GPS レ シー バー の 電源 な ど に 使用 し て くだ さい 。 


設定 内 容 は TNC ユニ ッ ト が 記憶 し て いま す の で 、 設定 終了 後 、 パ ソコ ン は 取り 
外し て も か まい ませ ん 。 
設定 内 容 を 変更 する 場合 は 再度 接続 し 設定 し て くだ さい 。 
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9-4- ら 運用 方 法 


7. 


パソ コン の ター ミナ ル ソ フ ト を 起動 させ 
た 状態 で 、FUNG キ ー を 押し た 後 、[F] 
点灯 中 に SQL キ ー を 押し ます 。 


ディ スプ レイ の [ JIL ] が 点灯 し 、 ナ ビ 通 信 モ ー ド JUL 
に な り ま す 。 
パソ コン に TNC の 初期 画面 が 表示 され ます 。 

ナビ 通信 モー ド 
コマ ンド モー ド (cmd : ) か ら 無 線 パ ケッ 
ト の 通信 速度 を 設定 し ます 。 
[ 例 cmd : HB 12000r960O] 


自 局 の コー ル サ イ ン を 登録 し ます 。 
[ 例 cmd : MY JA1 半 


GPS ポー ト の 通信 速度 を 設定 し ます 。 
[ 例 cmd : GB 4800] 


GPS デー タ の 自動 送信 間隔 を 設定 し ます 。 
例 cmd :LOCE1 


BPS レシ ー バ か ら 位 置 デ ー タ 等 を 受信 する と 、 設 
定 され た 間隔 で 自動 的 に 送信 し ます 。 


FUNC キ ー を 押し た 後 、SQL キ ー を 押す と 
TNC は 電源 OFF と な り 送 信 も 停止 し ます 。 


再度 TNC の 電源 を ON する と 、 前 回 の 設 
定 内 容 で 自動 送信 を 再開 し ます 。 
詳細 は コマ ンド 一 覧 お よび EJ-4 ]U の 取扱 説明 書 を 
ど ご覧 くだ さい 。 


GPS レシ ー バ と 本 機 、 ま た は アン テ ナ は な る べく 離し て お 使い くだ さい 。 


受信 側 と し て 、EJ-41U を 取り 付け た 


本 機 と パソ コン を 接続 し ます 。 

接続 する パソ コン に は 、 ナ ビ ピ 通 信 ソ フト と 電子 地図 

ソフ ト を イン スト ー ル し て お いて くだ さい 。 

パソ コン と 本 機 の 通信 条件 は 、 バ ケッ ト 通 信 と 同じ 

で す 。 

GPS レシ ー バ ー は 電源 の オン 、 オフ が で きる も の を 使用 し 、 先 に GPS レシ ー パ ー 
の 電源 を オフ に し て か ら 本 機 の 電源 を オフ に し て くだ さい 。 逆 に する と EJ- . 
41U の メモ リー が リセ ッ ト さ れ 、 設定 が 初期 化 さ れ て し まう こと が あり ます 。 


9. 特殊 機能 


9-5 リモ コン 機能 (オプ ショ ン ) 


オプ ショ ン の DTMF 付 マイ ク EMS-57 を 取り 付け る と り リモート コン トロ ー ル 操作 が で きま す 。 ま た 、 周 波数 
を 直接 入力 する こと も で きま す 。 


リモ コン コマ ンド や 周波 数 を 入力 し ます 。 
ロッ クス イッ チ | LOCK に する と マイ クリ モコ ン を 受け 付け な く な り ま す 。 
DTMPREMOTE スイ 9 チ | リモ コン 操作 を する 時 は HEMDTE 出 に セッ ト し ます 。 


@| 


弄り モコ ン キ ー 一 覧 
本 体 対応 キー 。 | 動作 。 。 。 |< 
| 一 。 | 周 当 数 タイ レク ト 入力 
メモ リー チャ ン ネ ル 呼 び 出し 


セッ トモ ー ド の 呼び 出し ( 注 1) 


オー ト ダ イア ラー メモ リー の 登録 ( 注 2) 
送信 出力 の 切り 替え 


( 注 1) セッ トモ ー ド の メニ ュー 切り 替え は 、 上 部 の UP、DOWN キ ー、 内 容 切 り 替 え は *、# キ ー で 変更 で 
きま す 。*、# キ ー 以 外 の キー を 押す と 、 周 波数 表示 に 戻り ます 。 


( 注 2) オー ト ダ イア ラー の メモ リー 切り 替え は 、 次 の いずれ か が の 方 法 で 行い ます 。 
- 上 部 の UP、DOWN キ ー で 切り 替え る 。 
・ 数 字 キ ー で 直接 入力 する 。 
・*※、 及 び # キ ー で 数 字 ・ 記 号 を 選び 、A キ ー を 押す 。 
また 、C キ ー を 押す と 入力 し た 内 容 を 取り 消し ます 。 
B、 ロ 、 ま た は PTT キ ー を 押す と 周波 数 表示 に 戻り ます 。 
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ーーーーーーーーーーーーーーーeーeoeoーoーー ニ meーoeomoeommoーー た た ーー テニ ニニ eo 


玉 周 波数 の ダイ レク ト 入 力 


マイ ク の 数 字 キ ー を 使っ て 周波 数 を 直接 入力 する こと が で きま す 。 


』。 マイ ク の DTMF/REMOTE ス イッ チ を 
REMOTE 側 に セッ ト す る 。 


2. DTMF キー で 100MHz 台 か ら 入 力 す る 。 
( 例 ) チャ ン ネ ルス テッ プ ら OkHz 時 、 
145.20MHz を セッ ト す る 場合 。 


ひ ④⑤④⑳ を 入力 し ます 。 


5 桁 目 まで 入力 する と 少し 長く ピー 音 が 鷺 り 、 設 定 
が 完了 し ます 。 


.。 入力 を 途中 で キャ ン セ ル す る 場合 は 、PTT 
キー また は 数 字 キー 以外 の キー を 押す 。 


硬 チ ャ ン ネ ルス テッ プ 別 入力 方 法 


チャ ン ネ ルス テッ プ に よっ て 1kHz 台 まで 入力 が 必要 な も の と 、1 OkHz 台 で 入力 が 確定 する 
も の が あり ます 。 ま た 、10KkHz 台 で 入力 が 確定 する 場合 は 、10kHz 台 で 入力 を 受け 付け な 
い キ ー が あり ます 。 

チャ ン ネ ルス テッ プ と 入力 方 法 の 関係 は 以下 の 通り で す 。 


AE 最後 の 桁 の 入力 方 法 

に 2 1kHz 台 まで 入力 し て 確定 し ます 。 

10.0kHz | 10kHz 10kHz 台 まで 入力 し て 確定 し ます 。 
10kHz 台 を 入力 する と 、1kHz 台 が 決ま り ま す 。 

1 ら .5kHIz | 10kHz 0…00.0、1…12.5、 ら …25.0、3…37.5、4… 無 効 、 
5…50.0、6…62.5、7…75.0、8…87.5、8… 無 効 

15.0kHz | 10kHz 10kHz 台 まで 入力 し て 確定 し ます 。 

20.0kHz 10kHz 台 まで 入力 し て 確定 し ます 。 
10kHz 台 を 入力 する と 、1KHz 台 が 決ま り ます 。 

ら 5kHz 10kHz 0…00.0、 ら …25.0、5…50.0、7…75.0、 
その 他 は 無効 で す 。 

30kHz 10kHz 台 を 入力 する と 、1KHz 台 が 決ま り ます 。 
10kHz 台 を 入力 する と 、1kHz 台 が 決ま り ま す 。 

5OkHz 10kHz 0…00.0、5…50.0 
その 他 は 無効 で す 。 
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10-1 リセ ッ ト 


この 操作 を 行う と メモ リー に 審 き 込ま れ た デー タ も 全て 削除 され ます 。 和 失わ れる と 困る デー タ 


ご 注意 > > 
は 別途 メモ を 取る な ど し て か ら リ セッ ト し て くだ さい 。 


リセ ッ ト を する と 、 名 種 設定 内 容 が 工場 出荷 時 の 初期 値 に 戻り ます 。 


】。 FUNC キ ー を 押し な が ら 、 電 源 を 入れ ま 
す 。 


2 ディ スプ レイ が 全 点 灯 し て いる 間 に 、 [ 同 Lo NerAー GEO DCS On JUL 


FUNC キ ー を 離し ます 。 有 量 凍 明 凍 放 8 


初期 状態 の VFU モ ー ド に な り ま す 。 ディ スプ ブレ イ 全 点灯 状態 


途中 で リセ ッ ト 動 作 を 中 止 する 場合 は 、 デ ィ ス プレ イ が 全 京 灯 し て いる 間 に 、 
基 考 FUNC キ ー を 押し た まま 、 再 度 電 源 を OFF し ます 。 


一 械 場 出荷 時 の 初期 値 
モデ ル DR-480DX/HX 
VEGmm sanogve 
CAL 周 波数 438.000MHz 
メモ リー チャ ン ネ ル 0--99 空き 状態 
シフ ト 設 定 な し な し な し 
シフ ト Mmm EMHg 
チャ ン ネ ルス テッ プ 20kHz 
zzz 癌 |。 |- 、 、 | 
ーッ mg EEE 
DC 設定 II 
Dos コー ド ogg 
jp ロ 
NR 2 
キー ロッ ク 設 定 OFF OFF OFF 
タイ ム ア ウト タイ マー OFF 
メー ウー オッ or 
スケ ル チ レベ ル 定 oa 
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10- ら 故障 と お 考え に な る 前 に 


54 


症状 原因 鐘 リ 


電源 スイ ッ チ を 入れ て [ ga. 電源 の ( 十 ) 端子 と (-) 端 | aDC 電 源 コ ー ド (付属 品 ) の 赤色 | P.12 
も 、 デ ィ ス プレ イ に は | 子 の 接続 が 逆 に な っ て いる 。 側 を ( 十 ) 端子 、 黒 色 側 を (一 ) | P.14 
何 も 表 示さ れ な い 。 端子 に 正しく 接続 し こく だ さい 。 


b. ヒ ュー ズ が 切れ て いる 。 b. ヒ ュー ズ が 切れ た 原因 に 関し て 修 
理 を し た あと 、 指 定 容 星 の ヒュ ー 
ズ と 交換 し て くだ さい 。 


C.ACC 吉 源 を ON に し て くだ さい 。 


c.ACC 電 源 を つない だ 状態 で 、 
GFF に な っ て いる 。 


ディ スプ レイ の 表示 が | ディ マー 設定 が [LAMP-L] に | ディ マー 設定 を [LAMP-H] に し て く | P.3g 
暗い 。 な っ て いる 。 だ さい 。 


スピ ー カ ー か ら 音 が 出 | a. ボ リュ ー ム ツマ ミ を 反 時 計 方 | a. ボ リュ ー ム ツマ ミ を 適当 な 音量 に | P.19 
な い 。 向 に 絞り すぎ て いる 。 セッ ト し て くだ さい 。 P.38 
受信 で き な い 。 bh. スケ ル チ が 閉じ て いる 。 b.SQL レ ベル の 設定 を 小さ くし て くだ さい 。| P.38 


c. ト ー ン スケ ル チ /DCS が 動作 | c. ト ー ン スケ ル チ /DCS を OFF に し 
し て いる 。 て くだ さい 。 

d. マ イク ロホ ン の PTT キ ー が 押 | d. す みや か に PTT キ ー を OFF に し て 
され 、 送 信 状 態 に な っ て いる 。| くだ さい 。 

@. 外 部 スピ ー カ ー が 接続 され て | e. 外 部 スピ ー カ ー 端 子 か ら ジ ャ ッ ク 
いる 。 を 抜い て くだ さい 。 


キー、 ダ イヤ ル が 動作 | キー ロッ ク 状 態 (「Om」 点 | キー ロッ ク を 解除 し て くだ さい 。 P.36 
し な い 。 灯 ) に な っ て いる 。 


ダイ ヤル を 回 し て も メ | a 全 録 され て いる メモ リー が な い 。 | a. メ モリ ー の 登録 を し て くだ さい 。 
モリ ー チ ャ ン ネ ル が 変 | Db. コ ー ル モー ド に な っ て いる 。 b.V/M キ ー を 押し て メモ リー モー ド | P.24 


化し な い 。 に し ます 。 

UP/DOWN キ ー を 押 | ga. コール モー ド に な っ て いる 。 ga.VFD モ ー ド か メモ リー モー ド に し | P.18 
し て も 周波 数 、 メ モ て くだ さい 。 P.g0 
リー チャ ン ネ ル が 変化 | b. ロ ックス イッ チ が ON に な っ て | b. ロ ックス イッ チ を OFF に し て くだ | P.2g 
し な い 。 いる 。 さい 。 P. ら 4 
PTT キ ー を 押し て も 送 | a. マ イク ロホ ン 端 子 の 差し 込み | a. マ イク ロホ ン を 確実 に 差し 込ん で | P.11 
信 で き な い 。 が 不 完全 。 くだ さい 。 P.21 


b. ア ン テ ナ が 接続 され て いな い 。| b. ア ン テ ナ を 確実 に 接続 し て くだ さい 。 
Cc. シフ ト が 設定 され 、OFF バ ン | cC. シ フト を 解除 する か 、 バ ンド 内 に 
ド 送 信 に な っ て いる 。 設定 し て くだ さい 。 


送信 と リセ ッ ト が で き | EJ-4 1U が 装着 され て いな い の | DSUB コ ネ ク タ の ケー ブル を 外し て | P.48 
な い 、。 に も 関わ ら ず 、 後 面 の DSUB コ | くだ さい 。 

ネ ク タ が パソ コン の シリ アル 

ポー ト に 接続 され て いる 。 


パケ ッ ト 通 信 が で き な NO し く 接 続 、 設 定 さ れ | a. 接 続 、 設 定 を 確認 し て くだ さい 。 | P.46 
い 。 て いな い 。 

b. パ ケッ トモ ー ド に な っ て いな い 。 | b. バ ケッ トモ ー ド に し て くだ さい 。 

C. ス ケル チ ヂ が 開い て いる 。 受信 信号 で スケ ル チ が 開く レベ ル 

に 設定 し て くだ さい 。 
d. 通 信 速 度 が 合っ て いな い 。 d. パ ソコ ン で 合わ せ て くだ さい 。 
eg. スト レー ト タ イ プ 以 外 の パソ | e. ス トレ ー ト タイ プ の パソ コン ケー 
コン ケー ブル を 使用 し て いる 。| ブル を 使用 し て くだ さい 。 


ナビ 通信 が で き な い 。 | a. パ ケッ トモ ー ド に な っ て いな い 。 | g. パ ケッ トモ ー ド に 切り 替え て くだ さい 。| P.48 
b. 自 動 送信 設定 され て いな い 。 6 パソ コン で 送信 韻 同 を 設定 し て く 
で で い 。 
c. ス ケル チ ヂ チ が 開い て いる 。 Cc. 受 信 信 号 で スケ ル チ が 開く レベ ル 
に 設定 し て くだ さい 。 
d.GPS レ シー バ が 位置 を 側 位 し | d. 正 し く 側 位 す る まで お 待ち くだ さ 
て いな い 。 い 。 


10. 保守 ・ 参 考 


10-3 オプ ショ ン 一 覧 


革 EMS-57 DTMF リモ コン 付き マイ クロ ホン 田 EMS-61 標準 マイ クロ ホン 
(キー 照明 付き ) 


題 EJ-41U TNC ユニ ッ ト 


画 EDC-36 シガー ライ ター ケー ブル (アク セ サ リ ー 電 源 用 ) 
一 EJ-47 プ リ デ ジ タル ユニ ッ ト 


10-4 開局 申請 書 の 書き 方 


本 機 は 技術 基準 適合 証明 ( 技 適 ) を 受け た 無線 機 で す 。 本 機 に 貼っ て 
ある 技術 基準 適合 証明 ラベ ル に 技 適 証明 番号 が 記入 され て いま す 。 
本 機 に 市 販 の 付属 装置 (TNC な ど ) や EJ-41U,EJ-47U (オプ 
ショ ン ) を 付け る と き は 、 非 技術 基準 適合 証明 無線 機 に な り ま す の 
で 保証 認定 を 受け て 申請 し ます 。 


く A> 本 機 に EJ-41U を 取り 付け て 申請 する 場合 


P.57 の 送信 機 系 統 図 、 点 線 欄 オブ プション <Ay> 部 も 含め て 申 
請 する 。 


パケ ッ ト 用 内 蔵 TNC 諸 元 

s 方 式 ・ AFSK(F1D)/GMSK(FPD) 

e 通信 速度 : 1200bps/8GQObps 

e 周波 数 偏 移 幅 ": 土 5OOHz 

*s サブ キャ リア 周波 数 : 1700Hz 

e 符号 : JIS AX2.5 ASCII コ ー ド プロ トコ ル 準 拠 
e 答 波 形式 ・F10/F ら D 


技術 基準 適合 証明 ラベ ル 


<B> 本 機 に EJ-47U を 取り 付け て 申請 する 場合 
P.57 の 送信 機 系 統 図 、 点 線 欄 オ プシ ョ ン く B〉 部 も 宮 め て 皿 


請 する 。 

デジ タル 音声 諸 元 

e 電波 の 形式 ・F]E(10F]E) 

e 変調 方 式 ・ GMSK 直 接 周波 数 変調 
e 占有 周波 数 帯 幅 : 10kHz 以 下 

e 変調 速度 : 4800bps 

e 符号 構成 ・ COQITT VS32 準 拠 

e 周波 数 偏 移 : 土 .4kHz 以 下 
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10. 保守 ・ 参 考 


10-4-1 技術 基準 適合 証明 で 申請 する 場合 


「 無 線 局 事項 書 及 び 工 事 設計 書 」 裏面 の 「16 工 事 設計 書 ]」 に 技術 基準 適合 証明 番号 を 記入 し 
て くだ さい 。 


EAA 
SRA ロロ 4HA ロロ 


セー 
IM 1j ロ SHA 曲 4HA ロ 


ID3HA DP4HA ロリ  '《$60200」 へ ぴ つ 〇 の つ IB 7?30 | 
旧 2& |n3KA ロ 4HA 口 し WI ロ i7o | 
介 2IK |O3VA Q4VA ロ 3VF BsvE ロ [ 全休 is6 | 


品 i0X | ロ 3VA ロ 4VA ロ 3VF D ロ 4yvr ロ 
ロ 3YA ロ 4VA ロ 3VF DP4VFQ+※1 
IM IHSVA 品 4VYA D3VF D ロ 4VE ロロ 


14 安 昌 す る 向 の 書 1 _ . ロ 3 _ | 品 5S  「 ロ gs | ロ m | 


先 時 可 伯 な 旬 湊 の 和 式 区 び 交流 区 の 幼時 | em ge 


口 惑 @ 口 場 設 
日 揚 去 口 変更 


し | | 
に ls ol 
目 Egg 
回 市 層 員 還 
目 本 ll 
王 隊員 較 紅 開 
較 隊 隊 財 
剛 着 隊 記 開 
0 El 
画 隊 三品 画 
皿 導 5 


Y 


加 波 評 測 定 世 の 有無 ロロ 有 【 召 宮 0、02 5% 内 ) 口 内 
盆 付 団 硬 送 情 爾 系 続 了 その 他 の て 市 設 肝 ロ 撤 第 3 息 に 赴 定 する 中 性 に 合致 する 。 


※1 DH-OSDX : 5OM と 4VF の 項 に を 入れ 、 空 中 線 電力 の 手 に は 20W と 記入 。 
DR-06HX : 5DM と 4VF の 項 に を 入れ 、 空 中 線 吉 力 の 柱 に は 50W と 記入 。 
DR-120DX : ]44M と 4VF の 項 に を 入れ 、 空 中 線 電力 の 槍 に は 20W と 記入 。 
DR-120HX : 144M と 4VF の 項 に を 入れ 、 空 中 線 電力 の 欄 に は 50W と 記入 。 
DR-420DX : 430M と 4VF の 項 に / を 入れ 、 空 中 線 電力 の 欄 に は 20W と 記入 。 
DR-420HX : 43OM と 4VF の 項 に を 入れ 、 空 中 線 電力 の 査 に は 50W と 記入 。 

※ ら 技 適 証明 ラベ ル の 技術 基準 適合 証明 番号 を 記入 し ます 。 

※ 無線 局 免許 手続 規則 第 15 条 の 3 第 4 項 を 適用 する 場合 (技術 中 準 適合 証明 を 受け た 無線 機 に 、 
起 波 型式 が 追加 され た り 、 空 中 線 電 力 が 変わ る 付加 装置 な ど を つけ ず 使 用 する 場合 ) は 右 の 癌 
柳 の 記載 不要 で す 。 

※4 移動 する 局 の 場合 は 記載 不要 で す 。 
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10. 保守 ・ 参 考 


送信 機 秒 統 図 


10- ら 


LAHOZ ロ H 1 ヨ HHI90QB 1889GJS ご 
Je4 EE 果 鶴 困 


zHW GBG'E ロ DD0'Q ヨ 


ノ 
1NV 


に に 121219 に 1 
映 宝 宮 林 


ーー_ 
zh ULL く V〉> CE ベ と と 
1L6 シ OS8 LOVLBW LlgD1S1 
EE TId QNT 
DLLLOLWL 
OIW 
gl6OSg | | gL6yOSg | | eesgySg リン ンド (] 
PT) 1 0A 2 EE 
enB sdd00B ヨ 1 ヨ 
VeBxWQ HBLOZnFN 
立 記 ま SWD 1 


ZH 00 ヤ 一 ODL 


020g ヨ WV VILLEEZQV daLOZTTN 
にし 器 貴 牙 HV 周 孔 器 


XH9O0-HQ "Xd80-H ロ ロロ 副 


5Z 


10. 保守 ・ 参 考 


INV 


LAZLELHOSVH 
に リス 】 


ZHMWI SG6G' ら ヤセ L…000 セ セト 


に 
ヒー コーZHW Gt ら 


く V> ベム と 了 と 

HSZ0 ヨ GLBW ドー 一 = 
8 OOLgOIB1 O 1 

HH SN Yod I 

QLLLO1WL Q 

CYSdp ! 

! nL『 ヨ 


QIW 
LOS ご 人 12 セ 0S ご 1E ヤ OS ど BEGg2ISg 6 と と シー ロ (| 
串 才 訂 才 次 叉 場 葵 09A る る ミミ 和 時 和 大 還 下 


ge SddOOB セ シヨ L ゴ 


vgg8Q91OId yeSSXWQ HB8LOZnTN 
9EA 上 IO9 | と と た と の と モミ SWB 本 彩 肌 


0g0 ど HBV VLLEEZUV 8LO0ZT「N 
騰 ゴ 々 ーー 器 間 産 HV 時 財 天 誠 


ZH 00 セ SQQL 


XHOQg1-H ロ X ロ 0GL-d ロ 画 
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10. 保守 ・ 参 考 
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こ L_ 
Fー 


ZHW Sg 1g 


と と 


HSZO ヨ コロ 1 ヨ 内 
TId 


人 台 1 ど OS 
算 麻 坦 騰 


Q0!g019」 


ONL 


〇 
YOd 
OLL LOLWL 〇 


ば YSda5 


gG06C 愉 ] 
ー 々 リル と と リー ロ 
る 6( 半 了 較 


に ドレ じ に 746 に に 092 セ シコ S ど 08 ど ル ワ 9Sg BE ロ g>1S ご 
蝶 密 天 昧 誰 昌 朋 時 野 環 魚 0QA 


BNB ロ SHHOOB ヤ ヨ L ヨ 


LGBGOSG 
| 


ヤーQ0O'OE セ 


TBr1V^S 
ET4 


B 


ZHW SB 


81!QZTFPN 
映 宙 昌 重 


VGBgXWO 
Y 近 主 2SWO 


に に に 6 に 』 We」 に | 
ー と と べら とみ と 


gEA LILIOO 


ZH 0O0 セ ビー001 


0g20g ヨ WV 
退 ゴ ター 志 


く < ヨ 〉 ベ E な と 


XHO0g2 セ -H ロ X ロ 0C セ ~ ロ ロ 画 


11. ア フタ ー サ ービス に つい て 


画 保 証書 
保証 書 に は 必ず 所 定 事項 (ご 購入 店 名 、 ご 購入 日 ) の 記入 お よび 記載 内 容 を お 確か め の 上 、 
大 切 に 保存 し て くだ さい 。 


画 保 証 期 間 
お 買い 上 げ の 日 より 1 年 間 で す 。 
正常 な 使用 状態 で 上 記 の 期間 中 に 万 一 の 故障 が 生じ た 場合 は 、 お 手数 で す が 製 品 に 保証 書 
を 添え て 、 お 買い 上 げ の 販売 店 また は 当社 サー ビス 宮 口 に ご 相談 くだ さい 。 
保証 書 の 規定 に し た が っ て 修理 いた し ます 。 


画 保 証 期間 が 経過 し た 場合 
お 買い 上 げ の 販売 店 また は 当社 サー ビス 窓口 に ご 相談 くだ さい 。 修 理 に よっ て 機能 が 維持 
で きる 場合 に は 、 お 客 様 の ご 要望 に より 有料 で 修理 いた し ます 。 


アフ ター サー ビス に つい て 、 ご 不明 な 点 は お 買い 上 げ の 販売 店 また は 当社 サー ビス 窓口 に 
ご 相談 くだ さい 。 


画 製 造 終 了 製 品 に 対す る 保守 年 限 に 関し て 


製造 終了 製品 に 関し て は 、 下 記 の 一 定期 間 保 守 部 品 を 常備 し て お り ま す 。 し か し 、 不 測 の 
事態 に より 在庫 が 無く な る 場合 も あり 、 修 理 が 行え な いこ と も あり ます の で ご 了承 願い ま 
す 。 


* 補 修 用 部 品 の 保証 期間 は 、 製 造 終了 後 5 年 で す 。 
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18. 定格 


6 ら 


一 般 
周波 数 範囲 [MHz] 
電波 型式 


アン テ ナ イ ン ピ ー ダ ンス 


使用 温度 範囲 
電源 電 庄 
周波 致 安定 度 
消費 電流 


マイ クロ ホン イソ ピー ダン ス 


接地 方 式 
寸法 

本 体重 量 
送信 部 
送信 出力 


変調 方 式 

最大 周波 数 偏 移 
スプ リア ス 和 発射 強 度 
受信 部 

受信 方 式 

第 一 中 間 周 波数 
第 一 中 間 周 波数 
受信 感度 
スケ ル チ 感 度 
選択 度 (-GdB) 
選択 度 (-BOdB) 
低 周波 出力 


DR-120DX、DR-1280HX 
144.000<145.985MHz 


F3E 

50n 

-10 セー+60 で や 

13.8VDG 土 15 96 (11.7ー15.8V) 

土 .5ppm 

送信 時 (H)) :DR-120DX : 約 B.0 A、DR-12DHX : 約 110A 

受信 時 : 約 600mA (Max) 
400mA (スケ ル チ 閉 ) 
40mA (アラ ー ム ON 時 ) 

ら KO 

マイ ナス 接地 

145 (W) x40 (HD xt74 (D) mm 

約 1kg 


DR-120DX : 80W (HD DR-120HX : 50W (HI) 


10W (MID) 0W (MID) 
約 GW (LOW) 約 5W (LOW) 
リア クタ ンス 変調 


士 5kHz 以 内 (Wide-FM) / エ 6.5kHz 以 内 (Narrow-FM) 
-GQdB 以 下 


ダブ ルス ー パ バー ヘテロダイン 

ら 1.7MHz 

450kHz 

-12.0dBu (0.25uV) 以下 (1 2dBSINAD) 
-18.OdBu (0.1uV) 以下 (12dBSINAD) 
12kHz 以 上 (W-FM) 6 kHz 以上 (N-FM) 
8kHz 以 下 (W-FM) 16 kHz 以下 (N-FM) 
6W 以 上 (80D、10 9 歪み 〉 


定格 は 技術 開発 に 伴い 、 予 告 な く 変 更 す る こと が あり ます 。 


拡張 受信 周波 数 


118.000<135.995MHz(AM) 
136.000>173.995MHz 


注意 : 定格 の 受信 感度 値 は アマ チュ ア 無 線 周波 数 に て 測定 し た も の で 、 拡 張 受信 周波 数 の 感度 は 異な 


り ま す 。 


